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第一章　伯爵令嬢は子ども扱いに不満を募らせる












　オールディス伯爵邸のサロンでは昼下がりに決まってピアノの音色が響く。その奏者である伯爵令嬢ジェシカは鍵盤を叩く手を休めて椅子から立ち、窓辺へ歩いた。

　空はよく晴れている。遠くの木に小鳥たちが止まっているのが見えた。どこか楽しそうに囀り合っている。

　窓が閉まっていても、小鳥たちが離れた場所にいても、そうして鳴き声が聞こえる。耳はよいほうだと自負している。

　ジェシカはふたたびピアノ椅子に座り、鍵盤を叩きはじめる。

『愛する騎士へ捧ぐバラード』を奏でながらその人が来るのを待つ。この曲を聴いて、彼が想いに気がついてくれたらいいのにと、何度思ったことだろう。

　一曲を弾き終えると、複数の靴音が聞こえた。しだいに近づいてくる。

　ジェシカは慌てて席を立ち、壁に造りつけられている鏡で身だしなみを整えようとする。

　碧い瞳のまわりが血走っていないかよく確認したあと、肩に流れていたダークブラウンのウェーブがかった髪の毛を必死に撫でつけた。癖が強いので、そうして入念に撫でつけなければ思いどおりにならない。いや、たとえ櫛で梳いたとしても、小一時間もすればくるりくるりと跳ねまわってしまう。

「跳ねている髪もいい」と以前、彼に言われたことがあるが、コンプレックスには違いなかった。

「大丈夫、お嬢様はいつも愛らしくていらっしゃいます」

　壁際に控えていた白髪まじりの壮年のメイド、ボニーが穏やかな笑みを浮かべて言った。

「あ、ありがとう」

　ジェシカはぎこちなくほほえむ。

（でも、愛らしいって……子どもに対する言葉じゃない？）

　自分よりも三十も年上のボニーにしてみればたしかに子どもかもしれないが――それではだめなのだ。

　サロンの扉が外側からコン、コンとノックされる。ジェシカはすぐに「はい、どうぞ」と入室を促した。

　ドアが開き、長年恋い焦がれているその人が部屋に入ってくる。

「カルヴィン様！　それに皆さんも、ようこそおいでくださいました」

　伯爵邸のサロンへやってきたのはカルヴィン・イシャーウッドとその部下である騎士団の若者たちだ。

　カルヴィンはジェシカのもとへと一直線に歩み寄る。

「招待ありがとう。ジェシカは今日も元気そうだな」

　そう言うなりカルヴィンは満面の笑みをたたえてジェシカの頭をぐっしゃぐっしゃと撫でまわした。いましがた整えたばかりの髪の毛がこれでもかと乱れる。

　ジェシカはパクパクと口を動かしながら、心の中で「もうっ！」と叫ぶ。

（カルヴィン様にとってはどうせ、私の髪型なんてそう大きなことではないのだわ）

　だがもう十八歳なのだ。いつまでも子ども扱いせず、少しは気を遣ってほしい。ジェシカは唇を尖らせて不満を露わにする。

（ああ、いけない。こういう顔が、子どもっぽいと思われるのに！）

　必死に自分自身を宥めて、なんとかして口元に弧を描く。

「一曲、披露させていただけますか？」

「もちろん、どうぞ。ジェシカの音色を聴きにきたんだ」

　極上のほほえみに心臓を射抜かれる。彼とはもう長い付き合いだが、この悠然とした笑みにはいっこうに慣れない。

　榛色の双眸はどこまでも透き通っているように見える。前髪は片側だけが長いアシンメトリーで、金の髪はいつも艶やかだ。

　ジェシカはどきどきしながらピアノ椅子に腰かけ、白と黒の鍵盤上に両手を置いた。この胸の高鳴りがカルヴィンのせいなのか、あるいは演奏前だからなのか定かではない。

　カルヴィンの前でもう何度もピアノを奏でているが、はじめの一音を弾くときは必ず緊張する。

　こっそりと深呼吸をして、右手の親指で鍵盤を押し、続いて左手の小指と中指を同時に動かし旋律を奏ではじめる。滑りだしが上手くいけば、あとはもう無心で鍵盤を叩くのみである。

　サロンの扉が開き、父親のバリーが入室してきた。ジェシカは手を止めることなく演奏を続ける。

　カルヴィンは父親よりも六つ年下の三十歳だ。父親のバリーとカルヴィンは旧知の親友である。

　ふたりの出会いはまだ父親が伯爵位を継ぐ前だったのだという。オールディス伯爵領は隣国との境に位置しており、国境のサイファルには防衛の要となる城塞がある。

　伯爵令息だった父親と、当時は一端の騎士だったカルヴィンが出会い、国防をかけてともに闘い、気心の知れる仲になったのだと聞いている。

　カルヴィンはその後もサイファルの城塞に詰め、多大な戦果を上げた。そうして国王から侯爵位を賜り、現在は騎士団長をする傍ら国政にも参画している。

　ゆえに、ジェシカはカルヴィンのことを幼い頃から知っている。

　いつだったか、伯爵領内の森へ家族と、それからカルヴィンと一緒にピクニックへ行ったときのことだ。雨上がりだったせいで足元が悪かったが、どうしても森へ行きたいとせがんだのを覚えている。十歳の娘のわがままを、父は聞き入れてくれたというわけだ。

　ジェシカは湖のほとりで足を滑らせ、水の中へ落っこちそうになったところをカルヴィンに助けられた。

　抱きとめてくれた彼の厚く硬い胸板の感触はいまでも鮮明に思いだせる。それ以来、カルヴィンのことを異性として強く意識するようになった。

　憧れはしだいに恋心へと変わり、いまに至る。

　横目でちらりとカルヴィンのほうを見やる。目を瞑って耳を澄ませてくれている。トクンと胸が鳴り、落ち着かなくなる。

　余韻を持たせて鍵盤から両手を離し、椅子から立ち上がって皆にお辞儀をした。拍手喝采が鳴りやむ頃、ジェシカはカルヴィンに話しかける。

「カルヴィン様っ、お散歩しませんか!?　ふ、ふたりきりで」

「ああ、いいよ」

　ジェシカはパァッと表情を明るくして、カルヴィンとともに意気揚々とサロンをあとにした。

　このとき、一瞬だが父親が訝しげに眉を顰めたのを、ジェシカは知らない。

　玄関から庭へと出る。暖かな陽気なので散歩日和だ。

　よく手入れされた庭の小道をジェシカとカルヴィンは並んで歩いた。通りかかったテラスの窓にふたりの姿が映り込む。ふたりにはかなりの身長差がある。

（私だって、身長は低いほうではないのに）

　それでも彼のほうが頭ひとつぶんはゆうに大きい。カルヴィンは長身で肩幅が広く、騎士らしくがっしりとした体つきだ。

　カルヴィンを盗み見ては「あぁ、好き」と声を大にした。むろん、口に出したわけではない。心の中で、だ。

（ううん、今日こそ言うわ……！　この想いを、カルヴィン様に）

　ジェシカは小さくコクコクと頷きながら決意した。そのようすを見下ろしていたカルヴィンが首を傾げる。

「それで、どうした？　なにか言いたいことがあるんだろう？」

「へっ!?」

　レディらしからぬ頓狂な声を上げてしまったジェシカは慌てて口を押さえた。

（カルヴィン様ったら、私の想いに気づいていらっしゃる……？）

　ジェシカは立ち止まり、視線をさまよわせながら大きく息を吸い込む。

「あ、あのっ、私……そのっ」

　カルヴィンが「うんうん」という具合に大きく頷く。

「遠慮なく言ってくれ。俺はきみの父親も同然だからな」

「……え？」

「なにか相談事があって俺だけを庭へ誘ったんだろう？　なんでも話してみろ」

　カルヴィンは目を細め、親しみのあるニコニコとした笑みでジェシカが言葉を紡ぐのを待っている。

　ジェシカは口を開けたものの、すぐには声を発することができず俯いた。心情としては大きなため息をついて項垂れたいところだが、カルヴィンの前でそんな態度を取るわけにはいかない。

「……私のピアノ、お聞き苦しくはありませんでしたか？」

　本来、伝えたかったこととは微塵も関係のない話だ。

「まさか、そんなこと！　最高だったよ。自信を持て」

　そうしてまた、いつものように頭をポンポンと軽く叩かれる。ジェシカは頬をほんのりと赤く染めて、小さく息をついた。

（父親も同然――）

　十二歳も違うとはいえ、親子というほどの差ではない。

（でもカルヴィン様は、私のことを赤ん坊の頃から知っていらっしゃるから）

　女性として意識されないのはむしろ当たり前だ。

　自分の力ではどうすることもできない現実を突きつけられる。歳の差というのは、どうあがいても決して埋まらない。

（いいえ、私の精神年齢がもっと高くなれば、近づくことはできるわ！）

　ジェシカはあらためて『大人の女性』を目指すことを心に決めた。










　夕方になると、カルヴィンをはじめ騎士団員たちは食堂に会してバリーを囲み、晩餐がてら酒を飲んだ。

「旦那様、お客様でございます」

　そこへ執事がやってきた。

「わかった」

　だれが訪ねてくるのかバリーはあらかじめ知っていたらしく、すぐに席を立ち食堂を出ていった。

　バリーがいなくなるなり、年若い騎士たちはジェシカのまわりに椅子を寄せて口々に話しかける。

「ジェシカ様、お話ししましょう！」

「ずるいぞ、俺も交ぜてくれ」

「おまえたち、いつも言っているがあまりジェシカに絡むな」

　カルヴィンが椅子の背にまわり込んできたかと思えば、急に体が宙に浮いた。

　ジェシカを椅子ごと持ち上げたカルヴィンは、自分がそれまで座っていた席のすぐそばに椅子を下ろした。そうしてジェシカを騎士たちから遠ざける。

「団長はいっつもそうやってジェシカ様を過保護にして！」

「そうだそうだ。いつまでも父親面してないで、早くいい女性を見つけて結婚したほうがいい」

　ジェシカは騎士の発言にギョッとして目を剥く。酒が入ると和気あいあいとなり、騎士たちがカルヴィンに無遠慮な発言をするのはいつものことだ。それよりもいまは『結婚』についてだ。

（よその女の人と結婚だなんて！）

　そんな提案を軽はずみにしないでもらいたい。カルヴィンがその気になったらどうするのだ。

「うるさい、放っておけ」

　ぶっきらぼうに言って、カルヴィンはグラスのワインを呷った。

「そもそも、どうしてその歳で未婚なんです？　縁談は毎日ごまんと舞い込んでくるじゃないですか！」

　またもや衝撃的な言葉だ。

「そ、そうなのですか？　カルヴィン様」

「あー……まあ……」

　カルヴィンにはどうしてか視線を逸らされてしまう。「これ以上はなにも訊くな」と言わんばかりだ。

「俺のことより、おまえたちも自分自身のこれからを心配したらどうだ」

　空のグラスがテーブルに置かれたので、ジェシカはすかさず酌をした。

「あぁ、ありがとうジェシカ。きみに注いでもらうとよりいっそう酒が美味くなる」

　優しいほほえみを向けられ、胸がキュンと締めつけられる。

「ちょっと、なに調子のいいこと言ってるんですか団長！」

　するとまた別の騎士が言い募る。

「俺、いつか団長よりも出世してやりますからね！　なんたっていま、公爵位がひとつ空いているそうじゃないですか！」

　騎士の言うとおり、現在このデルメンティーナ国では公爵位がひとつ空席である。長く国政に参画してきた老齢のコーニリアス公爵が逝去したことによるものだ。公爵には子がいなかった。しかしながら、親類へは爵位を譲らず、国のために尽力した者に授けてほしいと遺言書を残したものだから、国王はいまだにコーニリアス公爵位をだれに授与するか決めかねているという。

「そうか、それは期待している。ぜひ隣国との諍いを治めて国王から公爵位を賜ってくれ」

「もちろんです、お任せください！　公爵になれば王宮の近くに住めるんですよね。ああ、いいなぁ～！　いい人と結婚するにはまず地位を確立しなくちゃなっ」

　騎士たちはほうぼうで「お嫁さんを貰うために頑張るぞ！」と意気込んでいた。しかしジェシカはそれどころではない。

（毎日、縁談がごまんと……）

　ではなぜ彼は結婚しないのだろう。

「ジェシカ、少し夜風に当たろう」

「えっ？　……はい」

　カルヴィンに連れられ、掃き出し窓からテラスへと出る。そこからはサイファルの砦が見えた。煌々と光っている。サイファルの砦では騎士たちが交代で国境を監視している。

　夜空には丸い月がぽっかりと浮かんでいた。カルヴィンはなにも言葉を発しない。ジェシカは彼に疑問をぶつけることにした。

「カルヴィン様は……どうして、ご結婚なさらないのですか？」

　いまだかつてないくらいドクドクとうるさく心臓が鳴っている。

「……どうしてだろうな」

　困ったような笑みで、はぐらかされた。

（まさか、だれか想う人がいるのかしら……）

　身分違いの恋か、あるいは夫がいる女性への恋か。考えだしたらきりがない。

「――っ、くしゅん」

　夜風に鼻をくすぐられ、くしゃみが出てしまった。

「大変だ」

　カルヴィンは慌てたようすで上着を脱ぎ、ジェシカに被せる。

「いけません、これではカルヴィン様のお体が冷えてしまいます。あの、それほど寒くはありませんから」

「俺は平気だから、着ていてくれ」

「でも――」

　カルヴィンは緩くほほえんで、ジェシカに羽織らせた上着の襟を閉じ合わせる。ここまでしてもらって「上着はいらない」と意固地に突き返しては失礼だ。

（大きな上着。それに……温かい）

　体躯の差と、それから彼の温もりを感じると、どうしてか足の付け根のあたりがトクッと疼く。

　ふとカルヴィンが食堂のほうに目を向ける。

「バリーが戻ってきたようだ。部屋の中に入ろうか」

「は、はい」

　ジェシカは俯いて、部屋の中へ入るカルヴィンのあとを追う。

（もう少し、ふたりきりでいたかった）

　そうすれば、この秘めた想いを伝えることができたかもしれないのに――。

　ジェシカとカルヴィンが食堂に戻ると、バリーは眉間に皺を寄せた。

「ジェシカ、まだ起きていたのか。子どもはもう寝る時間だ」

「……はい、お父様」

　レディのお辞儀をして、皆に「おやすみなさい」と言った。

「おやすみなさいませ、ジェシカお嬢様」

　父親がいるとなると騎士たちはとたんに折り目正しい挨拶をする。

　メイドが食堂のドアを閉めるその瞬間まで、ジェシカはカルヴィンの姿を見つめていた。

　とぼとぼと廊下を歩いて私室に戻り、大きなため息をつく。

　ボニーが眉を下げて尋ねてくる。

「お嬢様、どうなさいました？」

「私って……そんなに子どもっぽいかしら」

「そのようなことはございません！　女性的な魅力に溢れていらっしゃいます」

　ジェシカは唇を噛んでボニーを見つめる。彼女の言葉を疑うわけではないが、宥められているだけなのではないかとも思った。

「それは、身びいきを抜きにしても？　お願い、本当のことを言ってちょうだい」

「本当ですとも！　私は嘘などつきません」

　ボニーは胸を張って大きく頷く。

「でも、カルヴィン様には全然、相手にされないわ」

「そうでしょうか？　侯爵様はお嬢様をとても大切に思っていらっしゃるようですが」

「父親のように、ね」

　皮肉を言って肩を落とすと、ボニーは困り顔になった。

（ああ、こういうところだわ……）

　ボニーを困らせてしまうようでは、大人の女性には程遠い。メイドによけいな気を遣わせないのも、立派なレディの嗜みだ。

　ジェシカが「ごめんなさい、気にしないで」と言おうとしていると、

「では、お試しになってはいかがでしょうか」

　ボニーが提案してきた。

「試すって、なにを？」

「侯爵様を誘惑なさるのです！」

　数回、瞬きをしてボニーの言葉の意味を熟考する。

「誘惑って……私が、カルヴィン様を？」

　ジェシカは怪訝な顔になって「どうやって？」とボニーに尋ねた。

「私によい考えがあります。お嬢様、少々お待ちくださいませ！」

　そうしてバタバタと慌ただしくボニーが部屋を出ていってしまうので、ジェシカは頭に疑問符を浮かべたまま待ちぼうけになった。

「――お待たせいたしました」

　ボニーは長方形の大きな箱を手にして戻ってきた。

「これは奥様がお嬢様くらいのときに――いえ、もっとお若かったような気がしますね。ともかく、奥様がお召しになったものです」

　ひとりで持つのは大変だろうと思い、ボニーを手伝う。ふたりで箱をテーブルの上に置いたものの、さほど重くはなかった。

「どうぞ、ご覧ください」

　ボニーが箱の蓋を開けるので、興味津々で覗き込む。中には薄紫色の布が収められていた。

「え……ええと、これはいったいどうなっているの？」

　一見しただけでは、それが衣服だとはわからなかった。ジェシカは薄紫色の布を手に取り、体にあてがってから鏡を見る。そのあとは、鏡に映る姿と、自分の体を実際に見下ろして何度も見比べた。

「これ――ほとんど布がないじゃない！　それに、どこもかしこも透けているわ」

「それはもう、男性を究極的にお誘いするナイトドレスです」

　どこか誇らしげにボニーが言った。ジェシカはすぐには言葉を返せない。

「ほ、本当に……お母様が、これを!?」

「はい。すでに旦那様とご結婚なさって……そうですね、一年目といったところだったでしょうか」

「お母様はどうしてこのようなドレスを……？」

　ジェシカは手に持っていたドレスを箱の中に戻し、ソファに座って頬を赤らめる。

「まぁ、夫婦にもいろいろとあるのですよ」

　ボニーは多くを語らない。

「それよりも、お嬢様？　これを着て今宵、侯爵様に夜這いをかけるのです！」

「よっ、夜這い？　しかも、今夜――!?」

　頬がますます熱くなるのを感じながらジェシカは首を何度も横に振った。

「そんな……っ、そんなこと……！」

「失礼を承知で申し上げます。侯爵様はとうに結婚適齢期を過ぎていらっしゃいますよね。そして……お嬢様も、うかうかしてはいられないのです！」

　ジェシカがギクッと両肩を弾ませれば、ボニーは眼鏡の縁をクイッと押し上げて言葉を継ぐ。

「お嬢様は先月で十八歳になられましたね。この年齢のうちに輿入れ先を決めなければ、行き遅れのレッテルを貼られてしまいますよ。それにお嬢様は侯爵様という想い人がおられるのですから、まわりに政略結婚を勧められる前に積極的に動かれたほうがよろしいかと。……大きな声では言えませんが」

　ボニーが声を潜めるので、ジェシカもまた小さな声になる。

「けれど、いくらなんでも……はしたなくはない？」

　とてもではないが、レディのすることではない。

「そうかもしれませんが、なにも一線を越えてきてくださいと言っているわけではございません。侯爵様に女性として意識していただくきっかけができればよいのです」

　ボニーはカーペットの上に膝をつき、ジェシカと視線を合わせる。ジイッと見つめられると、彼女がごく正論を言っているような気がしてくる。

「そう、ね……そうよね！」

　ジェシカが首を縦に振ると、ボニーは朗らかに笑った。

「侯爵様は紳士的なかたです。お嬢様がどれだけ誘惑的な恰好をしていても、嫌がるようなことはなさらないはず」

　その点は大きに頷ける。カルヴィンには浮いた話がひとつもない。

「では湯浴みをして、たっぷり香油を塗り込めましょう。そのあとで、このナイトドレスに袖をお通しください」

「わかったわ。よろしくね、ボニー」

「はい、喜んで！」

　そうしてジェシカは、カルヴィンに夜這いを仕かけるべく虎視眈々と準備を進める。

















第二章　伯爵令嬢は騎士侯爵に夜這いを仕かける












　身支度を整えたジェシカは日付をまたぐ頃に私室を出た。目指す場所は、カルヴィンが伯爵邸を訪れたときに決まって使うゲストルームだ。

　薄紫色のナイトドレスの上に厚手のガウンを羽織り、前をしっかりと閉じ合わせてゲストルームの前に立つ。

　一応、ノックをした。返事はない。かなりの量の酒を飲んでいたから、ぐっすりと眠っているに違いない。

　ジェシカはボニーから借りたゲストルームの合い鍵を使ってドアを開けた。音を立てないように気をつけながら、内側から施錠しなおす。

　靴は私室に置いてきた。物音が立ってはいけないと思ったからだ。

　忍び足で歩き、ベッド脇に立つ。カルヴィンは壁のほうを向いて寝ている。顔は見えない。

　そろりそろりと手を伸ばす。すると、瞬きをひとつするあいだに視界が反転した。

「――っ!?」

　ベッドが大きく弾む。カルヴィンに、組み敷かれている。

　いままでに見たことのない恐ろしい形相の彼を前にして腰を抜かす。これは本当にカルヴィンなのだろうかと疑った。

　だがそれは一瞬のことで、彼はすぐにいつもの穏やかな顔になった。

「ああ、なんだ……ジェシカじゃないか」

　小さな声で「敵襲かと思った」と付け足して、カルヴィンは「ふう」と息をつく。

「どうした、こんな夜更けに」

「あ、あの……ええとっ」

「眠れないのか？　よし、一緒に寝てあげよう」

「えっ!?」

　体を抱き込まれ、掛け布団の中へと引き込まれる。ゆっくりと頭を撫でられていたかと思えば、しだいに手は止まり、すうすうと規則正しい寝息が聞こえてきた。

「……カルヴィン様？」

　呼びかけても返事はない。彼に顔を近づけると、酒の匂いがした。ジェシカはふたたび「カルヴィン様！」と名を呼ぶ。しかしやはり、返ってくる言葉はない。

　一度は目が開いて会話も交わしたものの、彼は酔っているのには違いなかった。そうでなければ「なぜ夜更けに寝室に来たのか、どうやってこの部屋に入ったのか」と咎められたはずだ。

（でも……あんまりだわ！）

　咎めを受けなかったのはよしとして、まったくもって女性として意識されていないことがわかって、悲しみを通り越して頭に血が上る。

「カルヴィン様、起きてください」

　彼の耳にじかに吹き込むようにして言った。それでも、カルヴィンの目は開かない。

　ジェシカは唇を引き結び、身を捩ってカルヴィンの逞しい腕から抜けだす。それから、おもむろにガウンを脱いだ。

　ナイトドレスは肌を覆っているものの、薄く透けた紫色のオーガンジーは衣服の本来の役目を果たしていない。

　これは男性を誘惑するべく仕立てられたドレスなのだ。その本領を発揮してもらわねば困るのだが、まずはカルヴィンに見てもらわないことには始まらない。

（見て、もらう……この恰好を？）

　カルヴィンはいま眠っているのにもかかわらず、こんな姿を晒しているのはすでに恥ずかしい。

　ジェシカはいまさらながら怖じ気づく。娘同然の女の体を見ても、彼はなにも思わないかもしれない。あるいは「はしたない」と呆れられるかもしれない。

（どうしましょう、やっぱりやめておいたほうが……）

　彼が眠っているいまなら、まだ引き返せる。

「んん……」

　吐息まじりの掠れ声で呻いて、カルヴィンはゴロンと寝返りを打ち、仰向けになった。

　不意に、騎士の言葉が脳裏をよぎった。

『早くいい女性を見つけて結婚を――』

　このまま事を起こさなければ、いずれはこの寝顔を別の女性が目にすることになる。想像するだけで腹立たしい。

（カルヴィン様は私のものなんだから……！）

　自分勝手に憤り、ジェシカはカルヴィンの肩に両手を添えて揺さぶった。無遠慮に、大きな声を出して彼を起こそうとする。

「起きて、カルヴィン様！」

「んー？」

　眉間に皺が寄り、うっすらと目が開いた。

「ジェシカ……まだ起きていたのか。子どもはもう寝る時間だと、バリーも言っていた」

　寝ぼけまなこで頭をポンと叩かれる。父親に続いてカルヴィンにも『子ども』と言われたことが癪に障ったジェシカは、わなわなと唇を震わせた。

「私はまだ眠りません！　……み、見て」

　カルヴィンの頬を掴み、無理やり下を向けて胸元を見せる。

　カルヴィンは半眼だったが、しだいに大きく開き、榛色の瞳がはっきりと見えるまでになった。

「……え？」

　カルヴィンは口をポカンと開けてジェシカの胸元を凝視する。

　彼の視線を感じて、身が焦げそうだった。見つめられている胸元が、火でもおこしたようにどんどん熱くなっていく。

「なっ……ジェシカ、なんて恰好を……っ」

　彼の声には張りがなかった。戸惑いを露わに目を見開いている。

「いや、これは……夢、か？」

　酩酊しているせいで、夢と現実の判断がつきにくいらしい。カルヴィンは頭を抱えて視線を逸らす。

「夢では、ありません。私を見て」

　発した声は震えていた。動揺するカルヴィン以上にきっと心が乱れている。

　だが、ここまできたからにはもうあとには引けない。

　ジェシカはカルヴィンの視界になんとかして入ろうと身を乗りだし、仰向けに寝転がるカルヴィンにしなだれかかって馬乗りになる。

「いったいどうしたんだ、ジェシカ」

　彼は相変わらず視線をあらぬほうへ向けたままだ。困惑しているのが見てとれる。カルヴィンの頬がほのかに朱を帯びているのは、いまだ酒に酔っているせいなのかあるいはこの姿を見てそうなっているのか、わからなかった。

「カルヴィン様に、見てもらいたくて……私、このドレスを着ました」

「だが――きみはバリーの娘だ」

　ジェシカはベッドの上についていた両手をピクッと震わせる。

　それはきっと、「親友の娘には欲情しない」という意味に違いない。

　カルヴィンは険しい顔で俯く。ジェシカのことはいっさい視界に入れない。

「……っ」

　涙腺が熱くなり、目の前がぼやける。これほど恥ずかしい姿を晒してもなお、カルヴィンには女性として見てもらえないのかと、愕然とした。

　ジェシカは大きく息を吸う。

「だからなんだというのですか!?　私……っ、私に、触れてください！」

　やけを起こしたジェシカはカルヴィンの手のひらを掴んで性急に胸にあてがった。

（無理やり胸に触らせるなんて）

　とんでもなく大胆なことをしていると思うのと同時に、なにをしているのだろうと疑念も浮かぶ。

　女性として意識してもらうために来たわけだが、これは正しいやり方なのだろうか。

「私ももう、適齢期ですので……それでっ」

　カルヴィンにはなにがなんでも女性として意識してもらい、そして生涯の伴侶になりたいのだ。

　気恥ずかしさが邪魔をしてみなまで言えず、ジェシカは俯いていた。したがって、カルヴィンの表情が険しくなっていくことに気がつかなかった。

「……それで、閨事の勉強でもしにきたというのか？」

「え――ええと、そうですね」

　いずれはそれも、学ばねばならないことだ。

　胸に押しつけていたカルヴィンの手がピクッと動く。どうしたのだろう、と顔を上げる。

「そうか、では教えてやろう」

　冷笑を浮かべたカルヴィンの右手がこちらへ向かって伸びてくる。後頭部をかき抱かれ、グイッと力強く引き寄せられた。

　なにが起こったのか、すぐには理解できなかった。

　焦点が合わず、目の前が霞む。

　ただ、唇の感触だけは如実だった。

　ジェシカは目を見開いたままカルヴィンと唇を合わせていた。角度を変えて何度も啄まれる。










[image: ]










（あんなに頑なだったのに、どうして――？）

　彼の態度が一変した理由がわからず困惑しながらも、激しいくちづけに快く翻弄され、目を開けていられなくなった。視界を閉じるといっそう、くちづけの艶めかしさが増す。

「んん、ふっ……！」

　肉厚な舌が唇を割って潜り込んでくる。熱くざらついた舌に上顎をくすぐられると、そことはまったく関係のない下腹部がトクッと脈を刻む。なぜそんなふうに疼くのか、わからないままジェシカは「ふぅ、んぅっ」とくぐもった喘ぎ声を漏らした。

　彼の舌が口腔を這いまわるにつれ酒の匂いが強くなる。そうして、快感に酔わされていく。

　ジェシカが無理やり胸へとあてがったカルヴィンの左手は、いまや彼の意思で動いている。

　カルヴィンは透けた薄布越しに双乳を鷲掴みにして、ぐにゃぐにゃと執拗に揉み込んだ。

「んふっ、んんぅっ……」

　カルヴィンとは顔を合わせると決まって頭を撫でられるものだから、彼の手の大きさはよくわかっているつもりだった。

　しかし、頭と胸では感覚がまったく違う。同じ手だとは思えないくらい大きく、こうして揉みまわされていると気持ちがよくて、悦びのあまり涙ぐむ。こんな反応をする自分は身につけているドレスと同様、卑猥なのだろう。

　信じられないという思いもいまだにある。先ほどの彼ではないが、夢のようだった。だがカルヴィンは、娘同然の女の胸をどういう気持ちで揉んでいるのだろう。

　唇が離れた拍子に「あぁあぁっ……！」と大きな声が出てしまう。

「瞳を潤ませて、高い声で啼いて……。なにも教えずとも、ずいぶんと上手くできるじゃないか」

　カルヴィンは不機嫌そうに眉根を寄せて笑った。彼がなぜそんな表情をしているのかわからず首を傾げると、カルヴィンの両手が背のほうにまわり込んできた。体がくるりと回転する。

　手首をベッドに押しつけられる。この部屋に侵入した直後と同じように、カルヴィンに組み敷かれ、いっさい身動きが取れない。

　カルヴィンはジェシカをベッド上に磔にして、ふたたび唇を塞いだ。

「んむっ、ん……っ！」

　なにもかも貪り尽くすような激しいくちづけに見舞われる。あまりの激しさで、ジェシカの頭は柔らかな枕にどんどん沈んでいった。

　この薄紫色のドレスは脇や胸元がきちんと縫い合わされているわけではないので、どこからでも手が潜り込んで素肌に触れる。カルヴィンはジェシカに情熱的なくちづけを施しながらドレスの内側へと両手を滑り込ませた。

　じかに乳房を掴まれたジェシカはビクンッと大きく全身を跳ねさせる。

（カルヴィン様の手が……！）

　いまさらだ。先ほどドレス越しに胸を揉まれたし、はじめは自ら胸を掴ませたではないか。

　それなのに、直接、触れられるのにはいささか抵抗があった。きっと、羞恥心が先に立っている。

　これまで少しも女性扱いされてこなかったものだから、突然このようなことになっていまだに困惑しているせいもある。

　ジェシカが抵抗感を抱いているのを悟ったのか、カルヴィンは顔を上げ、しげしげと見下ろした。それからジェシカの首筋に顔を埋めて、両手でゆっくりと円を描く。

「んぁ、あぁっ……カルヴィン様……！　や、あぁ……っ」

「なんだ？　いまさら、やめないからな」

　首筋を、熱砂の舌でべろりと舐め上げられる。

「ふあぁ……！」

　ぞくぞくとした戦慄きが全身にひた走り、手足の先がジィンと疼いて熱を持った。

「やめて、ほしくなんか……！」

　やっと男女の関係になれたのだ。後悔はしていない。

　触れられて、どうなってしまうのかさっぱりわからないから、怖いという思いは少なからずある。だが、いまさらやめてほしくなどない。それどころか、もっと深い関係になりたい。

「このまま……続けて、ください……っ」

　絶え絶えにジェシカが言うと、カルヴィンはキュッと唇を噛んだ。

「知らなかった。きみがこんなに淫らだったとは……。いったい、いつの間にそうなってしまったんだ」

　膨らみの中央、薄桃色の箇所を両方とも指先で擦り立てられる。胸飾りの根元をぐらぐらと揺さぶられている。

「ひゃっ、ああ、ぁっ」

　ジェシカが短く喘ぐと、カルヴィンはますます険しい顔をした。

「ほかの男に、こんなふうに迫ったことが？」

　底冷えするようなヘーゼルアイの視線が胸に突き刺さる。ジェシカはすぐにぶんぶんと首を横に振った。

（ほかの男性に迫るなんて、あり得ないわ！）

　そう言いたいのに、カルヴィンの指が胸のいただきに触れているせいで上手く言葉を紡げない。

「本当に？」

　言いながらカルヴィンはジェシカの胸蕾をつまみ上げた。

「あぁあっ！」

　大きな嬌声を耳にすると、カルヴィンは口元に弧を描く。

「この感度のよさは生まれつきなのか、ジェシカ」

「はぅ、うぅっ……」

　感度とはどういう物差しで測るものなのだろう。愛しい人に触れられて心地よくなるのは、不埒なことなのだろうか。

「……いけない子だ」

　感慨深そうに呟き、カルヴィンは再度ジェシカの唇を塞いだ。

　同時に、胸飾りを指で弾かれる。根元を揺さぶられているときだって快感だったが、こうして嬲られるとよりいっそうの快楽に襲われた。

「んんん、ん……っ！」

　心身が甘く痺れ、思考が鈍くなる。彼を愛しく思う気持ちが膨れ上がって、瞳にはますます涙の膜が張る。

　唇を離すなりカルヴィンは大きく息をついた。どういう心境でこちらを見下ろしてくるのか、真意はやはり測りかねる。

　カルヴィンの視線は胸元に注がれていた。壁掛けランプの薄明かりしかないにしても、凝視されると恥ずかしい。

「不思議なドレスだな……？」

　ぼやいて、カルヴィンは薄紫色の布をどんどんかきわけていく。

「あ、あっ……カルヴィン様……ッ」

　紫色の布をすべて退けられてしまっても、ジェシカはどうすることもできなかった。両手で隠すようなことをすれば、それまでの主張と矛盾する。

　むきだしになった乳房を、間近で眺められる。

　布で覆われているのと、そうでないのとでは羞恥の度合いが桁違いだ。しかも、先ほどよりも遥かに近くで凝視されている。

（でも、見ないでなんて言えない……！）

　あれほどしつこく「見て」と催促していたのだ。その発言を覆したくはない。それに、心の奥底では間違いなく「見られたい」と思っている。女性として意識してもらうのに、これ以上のことはない。

「鮮やかなピンク色だ。こんなに凝り固まって……指で揺さぶっても、動こうとしない」

　節の目立つ雄々しい指に、胸の先端を下から上、上から下へと勢いよくひっきりなしに弾かれる。

「ぁっ、ぁんっ……！」

　カルヴィンの喉元がゴクリと動くのがわかった。胸元へ、よりいっそう顔を寄せられ目を瞠る。

　赤い舌が出てくるのを目の当たりにしても、彼が次になにをするつもりなのか、経験のないジェシカには予測できない。

「え、あっ……!?」

　ざらついた舌が胸の棘を根元からてっぺんまでツツツッと這い上がる。それは衝撃的かつ快感だった。意図せず「ふあぁぁあっ！」と大きな声が出る。

「ジェシカがそんな艶めかしい大声を出すなんて、信じられない」

　恍惚とした顔で見上げられ、心臓が止まりそうになる。

（わ、私だって信じられない……！）

　ジェシカは胸を大きく上下させて顔を両手で覆う。人生でいちばんの羞恥心に見舞われている。穴があったら入りたい。

「息遣いが荒いな。……興奮してるのか」

　冷静に観察されるとますますこたえる。カルヴィンはジェシカの湿った胸蕾を指でそっと押し込めた。

「んぁあ、あっ……」

　指摘されるまでもなく大興奮で、いまにも鼻から血が出そうなのだとはとても口に出せない。

　ふたたび赤い舌が顔を出し、胸の尖りを舐めはじめた。呼吸はますます荒くなる。

　息を吐きだすたび、官能的な雰囲気が濃くなっていくような錯覚に陥る。

　息が荒いのは自分だけではない。カルヴィンの息遣いもまた、耳につく。彼が息をつくと、湿りきった胸の先を刺激される。

（吐息なんて、些細なものなのに――）

　全身を小さくくすぐられているようなむずがゆさを覚えて、いたたまれなくなる。

　カルヴィンは大きく口を開け、果物の実でも食べるようにジェシカの胸蕾を口腔に収めた。

「ひゃっ!!」

　ジェシカが悲鳴を上げても、カルヴィンは口に含んだ薄桃色の玉を放そうとしない。舌先で舐め転がして、快感を煽ってくる。

（こんなことなら、もっと真面目に閨事の勉強をしておくのだった）

　女性家庭教師ガヴァネスには「まだ先の話だから」と言ってきちんと教わらなかった。

　自ら招いた事態とはいえ、カルヴィンに体を愛でられて、どう振る舞えば正解なのかわからない。

　ちゅぽっと水音を響かせながらカルヴィンは胸蕾を口に含むのをやめ、舌先で薄桃色を押しだすようにして顔を上げた。

　無言で見つめられると、漠然とした不安がよぎる。

（私、カルヴィン様を悦ばせることができているのかしら……!?）

　戸惑いに瞳を揺らすと、カルヴィンはキュッと唇を引き結んだ。小難しい顔をして、手のひらでジェシカの太ももを撫で上げる。

「うぅ……っ」

　シュミーズやドロワーズといった下着の類はいっさい身につけていない。ボニーに勧められたからとはいえ、自らの意思でそういうふうにドレスを着たのに、秘めやかな箇所が手薄なのを心許なく思った。

　薄布の内側へとカルヴィンの右手が潜り込んでいく。足の付け根の中央、触れるか触れないかの絶妙な部分をすりすりと擦られる。

　下半身にも心臓があるのではないかとつい疑ってしまう。それほど、トクトクとうるさく脈づいていた。

　指が花弁を掠めると、脈動がいっそう顕著になる。

「ゃっ……！」

　とっさに股を閉じ合わせるも、意味は成さない。カルヴィンの指はたやすく裂け目の中へと侵入する。

「んふっ、んん、んっ」

　彼がいったいどこに触れているのか、自分ではその箇所を目にしたことがないのでわからない。ただ、少しでもカルヴィンの指が肌を掠めると、全身が総毛立つような快さが巻き起こった。

「あぁっ……ん、ふっ……？」

　違和感を覚え、彼の指を凝視する。中指の先端が、体の中に埋まっていた。

「えっ――!?」

　ジェシカが驚嘆しても、カルヴィンは動じない。いや、指先に神経を集中させていて、ジェシカが驚いていることには気がついていないようだった。

（そんなところに指が入るなんて――）

　またも自分の無知を呪う。

　カルヴィンはきっとおかしなことはしていない。これはきっと、閨でのまっとうな手順なのだ。

（とにかくいまは……カルヴィン様に身を委ねなくては）

　なんの知識もないのだ。へたに口だしするべきではない。

　固唾を呑んで彼の動向を見守る。長い中指だというのに、どんどん体内へと入っていく。自分のそこはいったいどれだけ奥行きがあるのだろう。

　カルヴィンは中指を第二関節のあたりまで収めると、ジェシカの顔をジイッと注視した。ジェシカが痛がっていたり嫌がったりしていないか確認したものと思われる。

　逞しい指が、内側で小刻みに動きだす。

「はぁ、あっ……！」

　くちゅ、くちゅっと水音のようなものが聞こえてきた。小さな音でも、耳のよいジェシカには大きな気がかりになる。

「あ、な……なんですか？　この音……」

　尋ねると、カルヴィンはどこか嬉しそうに口角を上げた。

「きみの中で溢れた蜜の音だ」

「えぇっ!?」

　口を大きく開けて驚きを露わにすると、カルヴィンは眉根を寄せて困ったように笑った。

「ジェシカは本当に、いい反応をする」

　そうしてまた、体内でカルヴィンの指が蠢く。

「んぁあ、あっ……はあぅっ」

　自分の中に彼の指が入っているという違和感はおおいにあるが、それ以上に、指が動くたびに快い波が生まれて手足の先を熱くさせる。

「ぁっ――あ、あぁあぁつ！」

　カルヴィンの親指が秘園の中央にある小さな豆粒を捉えると、ジェシカの体がビクンッと跳ね上がった。

「そ、そこ……っ、ゃん、んうぅっ……！」

　体内に埋まっている中指と、そのすぐ上にある珠玉を押し潰す親指はそれぞれ違った動きをする。それが、たまらなく心地よかった。

　ぐちゅぐちゅっという音が響くようになる。なんて卑猥な水音なのだろう。

　ひとりでに尖っていた胸のいただきを、空いているほうの手指でつまみ上げられればもう、「ふあぁぁあっ！」と大声で叫ばずにはいられなかった。

　目の前が真っ白になり、意図せず下半身がビクン、ビクンッと痙攣する。なにが起こったのか理解できず呆然としながらも、もたらされる快さに心身を預けていた。

　果てを見て体を弛緩させるジェシカをしげしげと見つめながら、カルヴィンは自身のナイトガウンの腰紐を緩めた。

　厚い胸板の下に、なにか大きくそそり立つものが垣間見えた。

　カルヴィンが身を寄せてくる。

「な、なにか……当たって……」

「気になるか？」

　コクッと頷くと、カルヴィンは続けて問うてくる。

「……なんだと思う？」

「わ、わかりません」

「なにも知らずに閨事の勉強をしにきたんだな、ジェシカは」

　悲観しているような、あるいは皮肉めいた笑みを浮かべてカルヴィンはナイトガウンを脱ぎ捨てた。彼もまた、ジェシカと同様で下着の類は身に着けていなかった。

　はじめて目にするカルヴィンのそれは物々しいまでに大きく張りつめていた。ジェシカはそれをジイッと見つめる。

「これをきみの体内に入れて、繋がり合う。それから……中に精を吐きだすことで、子を成す」

「……あ……は、はい」

　なにを曖昧に返事しているのだろう。

　カルヴィンはただ『子の成し方』を説明しただけなのか、あるいはその『子を成す行為』をいまから実行するつもりなのか――。

　心臓が、脳天に響くほどドクドクと鳴っている。

（私……カルヴィン様と……）

　カルヴィンの雄根を身の内に収めるということは、ボニーが言っていた『一線を越える』行為に違いない。

　迷いはなかった。もとより、決意の上だ。

　いっぽうカルヴィンは奥歯を噛みしめて眉間に深い皺を寄せていた。ためらうように視線をさまよわせながら、ジェシカの秘裂を指で撫で辿る。

「ぁん、ん……」

　そうして、カルヴィンはジェシカに思わぬ指示をする。

「挟むんだ」

「え……？」

　先ほど彼が説明した行為とは異なる。そのことに戸惑いながらも、ジェシカは言われたとおり、脚と脚をクロスさせてカルヴィンの陰茎を挟み込んだ。

「こう、ですか……？」

「ん――そうだ。上手い」

　褒められ、気が高揚する。

「そのまま……しっかり、掴んでいるように」

　ジェシカは「はい」と返事をして、内股に力を込めた。挟み込んでいる雄棒がピクッと小さく弾む。

　カルヴィンが腰を前後に揺すりはじめる。猛った硬直が珠玉を刺激して、絶妙な快感が迸る。

（カルヴィン様のものが……擦れて、気持ちいい）

　そこに激しさはさほどない。微睡んでしまいそうな快さだった。

　もとよりこの時間、ジェシカはいつも熟睡している。しだいに瞼が重くなる。

「ジェシカ――」

　名を呼ばれ目を見開く。生温かく白い液体が太ももに散っていた。いつの間にそうなったのだろう。記憶が飛んでいるところを見ると、眠ってしまっていたのかもしれない。

　くちづけられたことで目を閉じるとまた、眠気に襲われ気が遠くなっていった。

















第三章　騎士侯爵は自身の愚行をおおいに恥じる












　すぐそばで「すぅすぅ」と穏やかな寝息が聞こえていた。

　目を開ければ間近に愛しい人の顔があり、まだ夢の途中なのだろうかと疑う。

　カルヴィン・イシャーウッドはしばらく、その愛らしくも女性的な魅力に溢れた寝顔を眺めていた。

「――っ!?」

　やがて完全に覚醒し、思考が明瞭になるなりカルヴィンは榛色の双眸を大きく見開いて飛び起きる。

　傍らにはあられもない恰好のジェシカが横たわっていた。薄紫色の生地は捲れ上がって乳房の片方を露呈させ、もう片方は布に覆われているものの透けている。

　そのようすをじっくりと見まわしたあと、足の付け根のほうへと視線が移ろう。そこで、カルヴィンはようやく我に返った。

　手近にあった掛け布をジェシカに被せて隠す。これ以上、見つめていては精神衛生上の異常をきたす。きっと襲いかかって、彼女の髄まで貪り尽くしてしまう。

（いや……俺は昨晩、ジェシカになにをした？）

　いまは頭の中がすっきりとしているが、昨晩は違った。酒が入っていたせいだ。

（ジェシカが部屋に来て、それから……。いや、招き入れた覚えはない）

　いくら酔っていても、自らすすんで夜更けに淑女を部屋に入れるはずがない。まして、ジェシカだ。夜中には絶対に招き入れてはいけない女性だ。

（だが事実として、ジェシカはいまここにいる）

　なぜだ、とまた思考が堂々巡りする。

　カルヴィンは彼女の寝顔を見下ろす。無垢な顔をしてよく眠っている。頭を撫でようと手を伸ばしたが、触れる直前でやめた。

　いま、触れてしまったら髪だけで終わる自信がなかった。

（ジェシカを見るのはやめよう）

　くるりと回転して彼女に背を向け、ベッド端にあったナイトガウンを着込んでから頭の中を整理する。

　ジェシカはどういうわけか、とてつもなく誘惑的なドレスを着ていた。

　そして「触れてほしい」と迫ってきた。それが酷で、さながら拷問だったことははっきりと覚えている。

　ジェシカが生まれたとき、バリーはとても喜んでいた。カルヴィンもまた、自分のことのようにジェシカの誕生を祝った。

　愛くるしいジェシカ。少し見ないあいだにどんどん大きくなる。

　いつの間にか、バリーに会うことよりもジェシカと顔を合わせることのほうが楽しみになり、伯爵邸を訪ねるようになった。

（あれは……そうだ。ジェシカが十歳のときだった）

　雨上がりの森へとピクニックへ行き、彼女が足を滑らせたことがあった。華奢な体を抱きとめると、小さく震えながら「ありがとうございます」と涙ながらに礼を言うジェシカを、ずっと抱きしめていたいと強く思った。

　もともとジェシカは特別だったが、思えばあの頃からよりいっそう彼女を意識するようになった。

　日を追うごとに女性らしくなっていくジェシカから目が離せなくなったのはいつからだろう。

　ジェシカは十五歳となり、社交界デビューを迎える。バリーに付き添いの騎士を任された。そして「娘に手出しする輩がいないか見張っていてくれ」と頼まれた。

（その俺が、まさかジェシカに手を出してしまうなんて）

　ジェシカが女性らしくなってきてからはめっきり減ったが、以前は同僚の騎士たちから「少女好きだ」とよくからかわれた。

　ジェシカは親友の最愛の娘。どれだけ彼女に惹かれていても、バリーの承諾なく手出しすることは許されない。

　そう、わかっていたのに――。

　閨事の勉強をしにきたのかという問いに頷いたジェシカの顔がいまでも頭にこびりついている。ほかの男に抱かれているのを想像したら理性が吹き飛んだ。

　あとは欲望のままにジェシカを貪った。酔っていたからというのは言いわけだ。己を厳しく律していればこのようなことにはならなかったはずだ。

　ゆっくりと後ろを振り返り、ジェシカの寝顔を見る。

　バリーに合わせる顔がないと思ういっぽうで、満ち足りた感情も確かにある。ずっと欲していたジェシカがいま、ここにいるのだ。

　カルヴィンは喉を鳴らし、ジェシカに近寄る。昨晩、彼女の体を自分のいいようにしたという事実は消えない。

　だったらもう、いまさらではないかと悪魔さながらの囁きが心の中で響いた。

　カルヴィンは大きく息をつき、ジェシカめがけて手を伸ばす。自らの手で掛けた布を、引き下ろして彼女を無防備にする。

　豊満な膨らみの先端をつまみ上げようとしていたそのとき、ジェシカの碧い眼が開いた。

　カルヴィンはドクッと心臓を高鳴らせながら慌てて両手を引っ込めた。

「おは、よう……ジェシカ」

　上ずった声になってしまったが、ジェシカはまだ寝ぼけているのか、のろのろと起き上がって目元を擦った。

「……おはよう、ございます」

　掠れを伴った小さな声だ。寝起きでぼんやりとしているジェシカもまたかわいらしい。ぎゅっと抱きしめたいのを必死に我慢する。

「…………」

　カルヴィンは二の句が継げず、ただ笑みを浮かべていることしかできなかった。

　無言でいたからか、しだいにジェシカの碧い瞳が大きく見開かれる。きょろきょろとあたりを見まわしたのは、ここがどこなのかを確認するためだろう。

　そのあとは、自身の誘惑的な体を見て赤面していた。恥じらう姿も、やはりいい。

「ご、ごめんなさい、私……っ」

　耳まで真っ赤にして俯くジェシカに、カルヴィンは「いや」とだけ返す。

（さて、どうしたものか――）

　昨夜のことはふたりだけの秘密に、とも考えた。しかしそれでは無責任すぎる。いい歳をしてそれはない。

　カルヴィンはジェシカに気づかれないよう秘かに深呼吸をして言う。

「その……本当に申し訳ないんだが、俺は昨晩の記憶が曖昧で……」

　ああ、情けなくなってきた。しかし、ここで曖昧なままにしておくのはもっとみっともない。

「きみに、嫌なことをしなかっただろうか」

「いっ、いいえ！　それはもう、気持ちがよくて……！」

　ジェシカは胸元を腕で隠しながらも身を乗りだした。このとき、早く彼女に掛け布を渡すべきだったのにそうしなかったのは、ジェシカの卑猥な姿をもっと目に焼きつけたいと心の奥底で渇望したからだ。

（気持ちがよかったのか、そうか……）

　いまだに誘惑的な恰好のジェシカを見て、心の中で大きく頷く。

（いや、そうじゃない！）

　カルヴィンは口元をひきつらせてジェシカに問う。

「俺はきみに、どこまでした？」

　乳首を弄いじりまわして舌で舐めしゃぶったのは覚えている。それから下半身の秘めやかな箇所を指で探ったことも。だが肝心のその先が、どうしても思いだせない。

「どこって……ええと……。カルヴィン様は、私の……」

　いっそう頬を赤らめるジェシカを見て、情欲をたきつけられる。

　だが、いけない。ここで自身を律することができなければ、同じ過ちを繰り返すことになる。

　カルヴィンは固唾を呑んでジェシカの言葉の続きを待つ。

「う、内側に……その……っ」

　顔から血の気が引く。戦場以外でこうなるのは初めてだ。

「それから……なにやら、白い飛沫が……！」

　いよいよ顔面蒼白になり、カルヴィンは口を開く。

「俺はきみと最後まで――」

　きょとんとしていたジェシカだが、

「はっ、はい！　最後までいたしました！」

　急にコクコクと何度も頷いて肯定した。

（そんな……！）

　なんてことをしてしまったのだと思うのと同時に、覚えていないのが悔しくてたまらない。

（だが、ジェシカが精液を見たということは……中には出していない）

　いや、無責任に安心している場合ではない。精液の、ほんの一部しか見ていない可能性だってある。残りはジェシカの体内にぶちまけてしまったかもしれない。

　そしてなによりも、彼女の純潔を奪ってしまったということが大問題だ。

「ああ……」

　頭を抱えてベッドに突っ伏すと、ジェシカが不安そうに覗き込んでくる。

「カルヴィン様……？」

　顔を寄せられるとよい香りが漂って、唇を塞ぎたくなった。考えるよりも先に右手がジェシカの後頭部を掴み、より近くへと顔を近づける。

　ジェシカの澄みきった碧い瞳が左右に揺れている。これだけ近くに顔を寄せても、嫌がるようすはなかった。

（……っ、だめだ）

　くちづけはせず、首筋に顔を埋めるだけになる。彼女の肌の滑らかさと香りを堪能したあとで、カルヴィンは決意した。

　まずはバリーに許可を取ってからジェシカに結婚を申し込もう。それが筋というものだ。

（ジェシカが俺の想いに応えてくれるかどうかはわからないが……）

　それでも好きになってもらえるよう努力する。そうして絶対に、彼女を幸せにする。

　カルヴィンはジェシカを解放し、彼女の体に掛け布を被せてベッドから出た。

「バリーと話をしてくる。メイドを呼ぶから、きちんと服を着るんだ。いいね？」

「は、はい」

　クローゼットで手早く着替えを済ませて部屋を出る。

　バリーは、今日は視察へ出ると言っていたが、早朝だからまだ邸にいるはずだ。いまごろ執務室で書類の整理をしていることだろう。

　視察の日、彼は決まって朝から机仕事を片づけて邸を出る。視察に行っているあいだに書類が溜まるのを防ぐためだ。

（そうすればとても効率がいい）

　カルヴィンもまた侯爵位を賜ってからは机仕事が増えたものだから、バリーを見習って同じようにしている。

　バリーの執務室は正面玄関に程近いところにある。急な来客にもすぐに応対できるよう、その位置取りなのだろう。

　執務室の扉の前に立ち、コン、コンとゆっくり扉をノックした。中からはすぐに「どうぞ」という声が返ってくる。

　ドアノブに手を掛けると、とたんに緊張感が増した。

「俺だ、失礼する」

　言いながらドアを開ける。バリーは執務机に向かって書き物をしていた。執事の姿はない、彼ひとりだ。込み入った話をするにはちょうどよい。

「カルヴィンか、おはよう。珍しく朝が早いじゃないか」

「おはよう。いや、俺もこのところは朝早く起きるんだ」

　バリーは「そうか」とだけ言い、ふたたび書類に視線を落とした。

（どう話を切りだそう……）

　なにか用があって来たんじゃないか、とでも問われれば話しやすいが、バリーはいつもこの調子だ。相手がどれだけ無言でも、「話したければ話すだろう」という程度にしかきっと考えていない。

　だが、このまま扉の前に棒立ちになっていても埒が明かない。ありのままの事実を、包み隠さず話すべきだ。

　気の置けない友人であるバリーに、嘘はつきたくない。

「ジェシカと一晩をともにした」

　カルヴィンが唐突に言うと、バリーは表情を変えず羽根ペンを持つ手を止めた。

「……は？」

　顔を上げた彼はいままでに見たこともないくらい怪訝な表情を浮かべていた。

「ジェシカに婚姻を申し入れたい」

　彼の、開いた口が塞がらない。

　驚きに満ちた顔はしだいに憤りを帯びたものに変化する。

「……なにを言っている？」

　大蛇すらも恐れをなすような低い声音だった。

　いや、尊敬しているバリーが発した言葉だからこそ、そんなふうに感じるのかもしれない。

　失望されたのは目に見えて明らかだった。

「一晩をともに――とは、どういうことだ」

　問われ、正直に答える。

「純潔を奪った」

　声を発したのは紛れもなく自分だというのに、他人事のようにその言葉が執務室にこだました。

　バリーが執務机を両の手のひらで叩く。ダンッ、と大きな音が響いた。机の上にあった書類がハラハラと舞ってカーペットの上に落ちる。

「だが俺は――」

　ジェシカのことを心から愛している。だから、彼女と結婚したいのだ。

　そう、告げるつもりだった。

「出ていけ！」

　邸じゅうに轟くような大声だった。バリーがここまで声を荒らげるのをいまだかつて見たことがない。

　そして、そうさせているのが自分なのだと思うと、不甲斐なさに拍車がかかった。

「待ってくれ、話を……」

「うるさい、おまえと話すことなどもうなにもない！」

　バリーはガタンッと音を立てて椅子から立ち上がり、怒りをたたえた形相でつかつかと近づいてくる。

「いますぐこの邸から出ていけ！　そしてもう二度と、敷居は跨がせない――」

　ドンッと勢いよく両肩を押され、執務室から追いだされた。廊下には執事やメイドたちが何人もいた。先ほどの大声に驚いて駆けつけてきたのだろう。

　なおも背を押され、玄関まで強引に歩かされる。

　踏みとどまって抗うことはできたが、そんなことをしてはよけいにバリーを怒らせるだけだ。

　バタンッ、ガチャッ――。

　玄関の大扉が閉まり、内側から施錠される。

　まだ陽が昇ったばかりだというのに、あたりが真っ暗になったような錯覚に陥った。

　伯爵邸から締めだされたカルヴィンは、ただ呆然とその場に立ち尽くした。

（俺は……本当に、なにをしているんだ）

　一度に、大切なものをふたつも失ってしまった。自身の浅はかさと愚行を呪う。

　いや、考えはした。ありのままを話せばバリーが激昂するであろうことを。

　わかっていた。だが、彼を騙したくなかった。

　しかし結局、なにもかも失ってしまった。

　親友の信頼と、愛しい人との未来が、潰ついえてしまった。

「話を聞いてくれ」と声を上げるべきだろうか。ジェシカを心から愛しているのだと告げれば、あるいは――。

（いや……順番を間違った）

　ジェシカに手を出す前に告げなければならなかったことだ。

　これは何年も恋心を秘めてジェシカに接してきた報いなのかもしれない。不埒な想いも少なからず抱いていた。紳士の仮面で偽善してきたつけがまわってきたのだ。

　ゴゴゴ……と遠くで雷鳴が聞こえた。

　カルヴィンはその場に膝をつき、自身を戒めるように扉に頭をぶつけた。

















第四章　舞踏会の夜、伯爵令嬢は契りを所望する












　ジェシカは「バリーと話をしてくる」というカルヴィンを名残惜しく見送った。

　間もなくして、ボニーが着替えのドレスを持って部屋にやってきた。

「いかがでしたかっ、お嬢様!?」

　朝の挨拶もなしに尋ねてきたところをみると、よほど気になっていたのだろう。

　ジェシカはボニーの問いに対して満面の笑みでコクコクと頷いてみせた。

　そう、このときは――すべてが上手くいっていると思っていた。

「それはようございましたね！」

　目尻に皺を作って、ボニーは嬉しそうにほほえむ。

「それで、侯爵様はどちらへ？」

「お父様と話をしてくるとおっしゃっていたわ」

「あら……なんのお話でしょう？」

「わからないわ。ただ、話をしてくるとしか聞いていない」

「そうですか……」

　ボニーの顔からほほえみが消える。不安そうに眉根を寄せて顎に手を当てている。

「どうかして？」

「い、いえ……。その、侯爵様が旦那様に今夜のことを打ち明けられるのであれば、少々時期尚早かと思いまして……」

　ボニーの不安は的中することになるが、ジェシカはカルヴィンとの距離が縮まったことに喜び、父親がこの件をどう受け止めるのかということにまで考えが及んでいなかった。

「なにはともあれお嬢様、ドレスをお召しください」

「え、ええ……」

　不安げな表情のボニーにつられてジェシカもまた表情を曇らせ、先行きを案じる。雷鳴が耳につくといっそう、漠然とした不安をかきたてられた。

　詰襟のドレスを着込み、ボニーと一緒にゲストルームを出る。玄関のほうがなにやら騒がしい。

「お嬢様――！」

　年若いメイド、ローラが廊下の向こうから駆けてくる。

「こら、あなた！　廊下を走るものではありません」

　ボニーが咎めるとメイドは「申し訳ございません」と口早に言ったあとで、「ですがっ、大変なことになりました！」と言葉を継いだ。

　メイドは青い顔で状況を述べる。

「旦那様と侯爵様が仲たがいを……っ！」

　ジェシカは二、三度ほど瞬きをしたあとで問う。

「それは、どういうこと？」

「とにかくいま、侯爵様は邸の外へ締めだされてしまって」

　ローラが玄関のほうを指さすので、ジェシカは思いがけず駆けだしていた。

　ああ、ボニーが「廊下を走ってはいけない」と言ったばかりではないか。しかし、ジェシカは咎められなかった。

　嵌め殺しの窓面に額をぶつける勢いでガラス越しに外を見る。雨が降りしきる中、どこか哀愁を漂わせて門のほうへと歩いていくカルヴィンがいた。

「カルヴィン様！」

　叫んでも、声は届かない。カルヴィンは背を向けたまま行ってしまう。ジェシカは彼の姿が見えなくなるまでずっと、窓ガラスに貼りついていた。

　報せを持ってきたローラとボニーがジェシカを囲む。ジェシカはしばらく何の言葉も発することができなかった。

「私のせいね――？」

　ジェシカがぽつりと言うと、メイドは困ったように視線を落とす。

「わ、私も詳しいことはわからないのですが――」

　ローラは廊下で立ち聞きしていたことを詫びながらも事の顛末を語った。

　とどのつまり、カルヴィンが「ジェシカと一晩をともにしたので結婚を申し入れたい」と言ったことでバリーが激昂したのだという。

「私……っ、お父様に抗議してくる！」

　考えなしに歩きだす。ローラもボニーも、なにも言わずにジェシカのあとについていった。

　執務室に着く。開けっ放しの扉をコンコンッと素早くノックして部屋の中へと入る。

　父親のバリーはちょうどコートを着ているところだった。出かける準備をしている。

「お父様！」

「……なんだ」

　父親はこちらを見ようとしない。

　ジェシカは両手に握りこぶしを作ってバリーの前に立った。

「カルヴィン様を邸の外へ出したとお聞きしました。なぜ――そのようなひどいことをなさるのですか？」

「ひどい、だと？」

　バリーは眉根を寄せ、口を開けてなにか言いかけたが、あとに続く言葉はなかった。

「……視察へ行ってくる」

　抑揚のない低い声だった。

「待ってください、お父様！」

「カルヴィンはもう二度とこの邸には入れない。もちろん、おまえが侯爵邸へ行くことも禁ずる」

　すれ違いざまにそう言って、バリーは早足で行ってしまう。

「待って、もう少しだけお話を！」

　執務室を出ていった父親を追いかけて玄関まで早歩きする。しかしバリーは少しもジェシカを振り返ることなく玄関を出た。

　玄関扉はすぐにバタンと閉まってしまう。邸の外へ出てはいけないと言われたジェシカはその場に立ち尽くすしかなかった。

　頭の中はひどく混乱していた。エントランスホールの隅に置いてある柱時計がボーン、ボーンと時を刻んで鳴り響く。それが虚しく思えて仕方がなかった。

「……お嬢様、お部屋へ戻りましょう」

　ボニーに言われ、ジェシカは言葉なく首を縦に振り、私室に戻った。

　部屋に戻るなり、ボニーが紅茶を淹れてくれる。温かな紅茶が入ったティーカップが、冷えきった両手に熱を与えた。そうして体は温まったが、心のほうはそうはいかない。依然として凍てついていた。

「お嬢様、本当に申し訳ございませんでした。私が、浅はかな提案をしたばっかりに……っ」

　ボニーの瞳に涙が浮かぶ。眼鏡越しでもそれがよくわかった。

　ジェシカはふるふると何度も首を横に振り、ボニーの肩に手を置く。夜這いをしたこと自体は少しも後悔していない。

「あなたのせいではないわ、ボニー。私が嘘をついたのがいけなかったの。カルヴィン様とは確かに一晩をともにしたけれど……その、契ったわけではないわ。それなのに私は、カルヴィン様に嘘をついたの。……最後までした、と」

　あらためて言葉にすると、自分は本当になんてことをしでかしてしまったのだろうと後悔の念に駆られた。

「それを、カルヴィン様は正直にお父様に話されたのだわ――」

　最後までしたと言えば、カルヴィンは絶対に結婚を申し入れてくれると思った。だがそれを、カルヴィンがありのまま父親に言うとは予想外だった。

（お父様はいつも、きちんと順序立てて物事をお考えになるから）

　父親は曲がったことが嫌いな性分だ。

　神に誓いを立てる前に契ったとなれば、怒るのも無理はない。

（でも、カルヴィン様はとても正直な方だわ）

　なんとでも言いようはあったのに、狡猾に父親を騙すようなことはしなかった。そういうところを含め、好きになったのだ。

（あら……？　そういえば私……）

　カルヴィンに自分の想いをきちんと伝えていないことに気がつく。女性として見てもらうことにばかり気を取られていて、肝心の胸の内を伝えていない。

（ともかく、お父様がお戻りになったら私も正直にお話ししなければ――カルヴィン様のように）

　責任は自分にあり、本当は最後までしていないことを父親に打ち明けるべきだ。そして、カルヴィンのことを心から愛しているからこそ、結婚して一生涯をともに過ごしたいのだと、訴えかけてみよう。

　ジェシカはその日、悶々としたまま何時間も過ごすことになる。

　父親が邸に戻ってきたのは夕方のことだった。

（今度はきちんと順序立てて話をしなければ……。感情任せに言ったのでは、お父様には伝わらない。理解してもらえない）

　執務室の扉の前に着くと、今朝よりももっと大きな緊張感に包まれた。閉ざされている扉をコン、コンとノックする。

「ジェシカです。お父様、お話がございます」

　しばしの間があった。中から返事はなく、靴音が聞こえる。ガチャッ、ギィッと音を立てながら扉が開いた。

　バリーは険しい顔でジェシカを執務室に入れる。部屋にはメイドも執事もいなかった。

（私が来るのがわかって、人払いをされたのかしら……）

　娘が込み入った話をしにくると予測していたのかもしれない。

　父親がソファに座ったので、ジェシカもまた彼の向かいに腰を下ろした。これから語る言葉に嘘がないと伝わるように、父親の瞳を真っすぐに見据える。

「私は昨晩、カルヴィン様が寝ていらっしゃるお部屋に忍び込みました。カルヴィン様に、女性として意識してもらいたくて――」

　バリーが眉を顰める。蔑視されるのは覚悟の上だ。ジェシカは話し続ける。

「カルヴィン様は酔っておいででした。私が執拗にせがんで、一晩をともにしてもらったのです。それに、その……契ってはいません。カルヴィン様には嘘をついたのです。そうすれば、結婚できると思って……。私はずっと、カルヴィン様に恋い焦がれていました」

　父親にこういう話をするのは気恥ずかしいが、そうは言っていられない。

「私の浅はかな行動が招いた事態を心よりお詫び申し上げます。カルヴィン様に非はないのです。ですからどうか、突き放すようなことをなさらないでください。お願いします、お父様」

　ジェシカが言い終わると、バリーは目を伏せて黙り込んだ。もっとも、最初から相槌のひとつもなかった。

「……話は、わかった」

　父親の言葉に、ジェシカは表情を明るくする。

「では……！」

「だが、それとこれとは話が別だ。私がカルヴィンに裏切られたのには違いない。そう易々と許すことなど、できない」

「……っ」

　カルヴィンの部屋へはふしだらな行為をも厭わずに行った。大なり小なり、その事実は消えない。弁明のしようがなかった。

「今後いっさい、カルヴィンをこの邸に呼ぶことはない。侯爵邸へ赴くことも禁ずる」

　それはつまり、金輪際カルヴィンとは会えないということ。

　真っ暗闇に落とされ、全身に冷水を浴びたかのような衝撃が走る。ジェシカは口も手も足も、なにひとつ動かすことができなかった。そのせいで、執務室から出ていく父親を追いかけることすら叶わない。

（私は……いったいどうすれば……）

　ソファから立ち上がり執務室を出たジェシカは、大きく項垂れてのろのろと邸の廊下を歩いた。レディらしからぬ歩き方だ。いけないと思うのに、背筋を伸ばすことができない。

　ジェシカはふらふらとした足取りでサロンへ行き、ピアノ椅子に腰かけた。

　鍵盤の上に手を置くものの、指に力が入らない。ピアノを弾く気にはならず、窓辺へ歩く。

　窓を開け放ち、窓桟に手をついてサイファルの砦を眺める。そのすぐそばには侯爵邸がある。目ではっきりと見える場所に愛しい人がいるのに会いにいくことができないのは、嘘をついて彼を貶めた罰だ。

　ポタリ、ポタリと手の甲に水粒が落ちてくる。雨が降り込んできたのかと思ったが、そうではなかった。瞳から溢れた涙が手の甲と窓桟を濡らしていた。

（でも、いつまで会えないの？）

　ほとぼりが冷めれば会って話をするくらいは許されるかもしれない。

（……ううん。お父様に二言はない）

　有言実行という言葉がよく似合う父親だ。一度、決めたことはなにがなんでも貫きとおす節がある。何事にも、甘くはない。










　カルヴィンに会えないまま一週間が過ぎた。

　日課にしているピアノだがもう何日も弾いていない。聴いてほしい人を欠いているせいで、身が入らないのだ。

　カルヴィンとのことを、まだ諦めたわけではない。ただ、どうすればよいのかわからず悶々とした日々を過ごしている。

　ジェシカはサロンのソファに座って大きなため息をついた。そこへ、母親のアリエルがボニーを引き連れてやってきた。

　アリエルはジェシカの隣に腰かける。ボニーはティーワゴンで紅茶を淹れると、ローテーブルの上にふたつ並べた。それからテーブルの中央にケーキスタンドを置いたあと、サロンを出ていった。

「試練を迎えているようね、ジェシカ。よかったわ」

　ボニーが淹れたばかりの紅茶を一口だけ啜ってアリエルが言った。

「よかったって……どういう意味ですか？　お母様」

「いつかはこの日が来ると思っていたわ。あなたの結婚のことで揉めることになるのは、ずいぶん前から懸念していたの。でもね、ジェシカ。だれしも試練を乗り越えて幸せになるものよ」

「そ、そうなのですか？」

「ええ、そうよ。ボニーはいいきっかけを作ってくれたわ。……さあ、冷めないうちに飲みなさい」

　母親に勧められるまま、ジェシカはティーカップのハンドルをつまんで紅茶を啜る。芳醇な香りが鼻を抜ける。ボニーが淹れる紅茶には身も心も癒やされる。

「ねえ、ジェシカ。あなたはカルヴィンのことが大好きよね？　異性として」

　ジェシカはティーカップをソーサーに戻しながら大きく頷く。

「はい。以前からずっと……お慕い申しておりました。いまも変わらず、カルヴィン様のことが恋しい」

　するとアリエルは満面の笑みで「よく言ったわ。それでこそわたしくの娘」とジェシカを称賛した。

「いいこと、ジェシカ。バリーには互いの邸の行き来を禁止されただけなのだから、他所の邸宅で催されるお茶会や舞踏会には行っていいのよ。そこでカルヴィンと会うのを禁じられたわけではない」

「ああ、なるほど……！」

「今度、王宮で大規模な舞踏会が催されるわ。その舞踏会にはあなたもカルヴィンも、出席する予定でしょう？　バリーとわたくしは泊まりがけの視察があるから舞踏会へは行けないわ。だから、ジェシカ？　カルヴィンと会って話をする絶好の機会よ」

　ジェシカは胸の前で両手を組み合わせて表情を晴れさせた。しかしすぐに曇る。

「でも……お父様は許してくださるでしょうか」

「では、このままカルヴィンと会えずじまいで他所へ嫁ぐことになってもいいの？」

「嫌です！」

　他所へ嫁ぐのも、カルヴィンが他所の女性を娶るのも嫌だ。

　政略結婚を余儀なくされる令嬢はごまんといる。だからこれが、独りよがりの我儘なのだとわかってはいる。

「絶対に嫌、でしょう？　……バリーは、いいのよ。わたくしからも、あなたとカルヴィンの結婚を許すようにと言っておくわ」

　アリエルは長いまつ毛を伏せ、優雅に紅茶を飲む。洗練された大人の女性そのものだ。

「バリーったら、カルヴィンのことを弟のようにかわいがっているくせに……。一度、突き放してしまった手前、引っ込みがつかなくなったのね。それに、あなたのことをいつまでも子ども扱いして。子離れができないでいるのよ。困ったものね」

　小さく息をつき、アリエルはティーカップをテーブルの上に置いた。

「わたくしは、カルヴィンとあなたはとても似合いの夫婦になると思う」

　母親に背中を押してもらえるとは、正直なところ予想していなかった。母親はいつも父親に従順なのだと思い込んでいた。しかし実際のところは、そうでもないらしい。

「少々強引だけれど、既成事実を作ってしまうのも確かな手よ、ジェシカ。頑張って」

「既成事実、ですか？」

「そう。わたくしとバリーのあいだにジェシカという唯一無二の贈り物を賜ったように」

「お母様――」

　喉の奥がツンとする。涙の気配がする。

　ジェシカは碧眼を潤ませて、アリエルの穏やかな笑顔を見つめた。

　その後、母親と別れて私室に戻り、しばらくすると女性家庭教師のイザベルが訪ねてきた。

「あら？　レッスンの時間だったかしら」

「いいえ、奥様のご指示で参りました。閨事についての講義をいたします」

　イザベルはモノクルを指で押し上げて「一から十までしっかりとお勉強していただきますよ」と意気込む。

（お母様ったら、本気だわ。……ううん、私だって、生半可な気持ちで臨もうとしているわけではない）

　なんとしてもカルヴィンを手に入れたい。ほかの誰にも渡したくない。

　ジェシカはイザベルに向き直り、「よろしくお願いします」と言って首を大きく縦に振った。










　舞踏会当日。ジェシカは着飾って王宮へ向かった。

　今宵のドレスは深紅の薔薇をモチーフにしたものだ。随所に薔薇を形作ったモチーフがあしらわれている。

（王宮へ来るのは二ヶ月ぶりだわ）

　伯爵領から王都へは馬車で一時間ほどかかるものだから、そう頻繁には足を運ばない。

　丘の上にある王宮は荘厳で、いつ見ても圧倒される。きっと毎日眺めていれば気後れせず、広大なダンスホールであっても堂々と振る舞うことができるのだろう。

　王宮のダンスホールは多くの貴族たちで溢れかえっていた。大きなシャンデリアが五つほど天井から吊り下がり、私欲に蠢く貴族たちを煌々と照らしている。

（私欲があるのは、私も同じ）

　覚悟を決めてこの場に赴いた。付添人を立てずにひとりで乗り込んだのは、そのほうが動きやすいと思ったからだ。

（でも、こんなにゲストが多いのだったらカルヴィン様を見つけるのに時間がかかってしまいそう……）

　しかしそれは杞憂だった。

　長身で美貌に富み、それでいて体格のよい彼を見つけるのは容易かった。

　カルヴィンは複数の女性に囲まれていた。その姿を目にした瞬間、チクリと胸が痛んだ。

　こういう場面はこれまでだって――茶会や舞踏会で――何度も見たことがある。この国の英雄でもあるカルヴィンは社交の場でよく女性に声をかけられる。

（私が社交界デビューしたときもそうだったわ）

　はじめての舞踏会ではカルヴィンにエスコートしてもらっていたが、ほうぼうから声をかけられるのでひどく妬いて、ずっと離れないでいてほしいとせがんだ。

　それからは事あるごとに付き添ってもらっていた。だがいまは、あのときとは違う。

　社交界デビューから三年も経った。いつまでも子どものように「そばにいてほしい」と言うのには無理があるし、みっともない。

（私はカルヴィン様に子守りをされたいのではないわ。レディとして、彼の隣にふさわしい女性になりたい）

　決意を新たにジェシカは恋い焦がれる人のもとへ歩く。

　女性の輪に近づくと、既婚、未婚を問わずカルヴィンが女性に言い寄られているのがわかった。

「一晩かぎりでいいから抱いてくださいまし」

「……お戯れを」

　カルヴィンは笑って受け流し、相手にしない。それでも、黒い感情が心を覆い尽くしていく。「彼から離れて！」と叫びたいのを必死にこらえた。

（落ち着いて……冷静に、レディらしく話しかけるの）

　ここからでは大きな声で呼びかけなければ気づいてもらえないだろう。カルヴィンを囲む女性たちの壁は厚い。

　話しかけても、ほかの女性と同じように相手にしてもらえないかもしれない。だが、バリーとの関係に亀裂を生じさせてしまったことを謝罪しなければならないし、長年秘めてきたこの想いを今度こそきちんと伝えたい。

　ジェシカが口を開けたそのとき、言葉を発するよりも先にだれかに肩を叩かれた。

「やぁ、ジェシカ。向こうで話そうよ」

　顔見知りの貴族男性だ。先日の茶会でも二言、三言は会話した。

「あ……せっかくだけれど、ごめんなさい。少し用があって」

「用って、なんの？」

「その……」

「今日はあの侯爵と一緒じゃないんだね」

「え、ええ」

　ジェシカは横目でカルヴィンのほうを見やる。しかし彼は忽然と姿を消していた。

（カルヴィン様!?　いったいどこに――）

　もしや、女性の誘いを受けてダンスホールを出ていってしまったのだろうか。

　慌ててあたりを見まわす。背後から靴音が聞こえた。

「ジェシカ……！」

　振り返って顔を上げる。

　シャンデリアの眩さとあいまって、その人は神々しいまでに輝いて見えた。

「付添人もなしに、ひとりで来たのか？」

　いったいどうやってあの厚い女性たちの壁を抜けだしてきたのか、カルヴィンがすぐそばにいた。心配そうな顔でこちらを見下ろしている。

「は、はい。ひとりです」

　ジェシカが答えると、カルヴィンは貴族男性に目配せをして「では、こちらは？」と問うた。

「あぁ、僕はこれで！」と苦笑して、男性は足早に去っていった。

　カルヴィンが小さく息をついたのがわかった。男性の背を一瞥し、ジェシカを見つめる。

　榛色の双眸から目が逸らせなかった。いったいどれだけの時間、そうして見つめ合っていたことだろう。

　ダンスホールの階段横に構えていた楽団が、軽快なワルツを奏ではじめる。心が躍るような音楽だ。

「……踊ろう」

　手を差しだされる。カルヴィンと踊ることを予定していたわけではないが、ジェシカは「はい」とふたつ返事をしてその手を取った。

　腰を抱かれると、背に羽が生えたように身も心も軽くなった。ダンスはそれほど得意ではない。それなのに、いつもよりも格段に上手くステップを踏んでいる。きっとカルヴィンのリードが巧みなのだ。以前、彼と踊ったときもそうだった。

　この広いダンスホールには貴族たちが数えきれないくらいいるというのに、カルヴィンのことしか見えなかった。まるでふたりだけになったような錯覚に囚われ、ワルツさながらに心が弾む。楽しくて仕方がない。

　一曲が終わると、ダンスホールは人々の喧騒だけになった。楽団が次の曲を奏ではじめるよりも前に、カルヴィンはジェシカの手を引いて言う。

「ジェシカ、話があるんだ」

「わ、私も……」

「ではホールを出よう」

　カルヴィンに連れられ、ダンスホールをあとにする。王宮の廊下を進み、階段を上り、ゲストルームに入る。ここはカルヴィンにあてがわれている部屋だ。王宮での仕事が長引いたときに、この部屋で休んでいるのだという。

「城の侍女を呼んで紅茶を――」

「いえ、けっこうです」

　きっぱりと言うと、カルヴィンは目を伏せてソファに腰かけた。

「ジェシカ、俺はきみに取り返しのつかないことをした。だから俺は――」

　悲痛な面持ちを見れば、彼がなにかよからぬ発言をしようとしているのではないかという不安に駆られる。

　ジェシカはソファに座るカルヴィンの前に膝をついて告白する。

「私……っ、嘘をつきました」

　カルヴィンの次の言葉を遮るように、矢継ぎ早に言う。

「あのとき、私とカルヴィン様は契っていません」

　するとカルヴィンは目を丸くした。驚きに満ちた表情で口を開いたが、言葉は出てこない。

「申し訳ございません、カルヴィン様」

「なぜ――」

　そんな嘘をついたのか。理由はひとつしかない。

「ずっと、お慕い申しておりました。カルヴィン様のこと」

　心臓が、いまだかつてないくらいにドクドクと鳴っている。ひどく緊張している。

「いまだって、胸が苦しいくらい……好き」

　声も、両手も震えていた。「そんな気持ちは迷惑だ」と言われたらどうしよう、という考えが脳裏をよぎったせいだ。

　だが、すべて言う。想いの丈を吐露しなければ、なにも始まらない。

「だから……っ、たとえお父様に認められなくても、私はカルヴィン様と一生を添い遂げたいのです！」

　息を荒くしてジェシカが言うと、カルヴィンはしばし呆然としたあとで困ったように「はは」と小さく笑って片手で額を押さえ、おもむろに視線を落とした。

「……俺だって、きみと同じだ」

　下を向いていたカルヴィンが顔を上げる。

「きみのことが好きだ。ほんの少し会えない日が続いただけで、気が狂いそうだった」

　彼の両手が伸びてくる。

「愛しいジェシカ――」

　頬を大きな手のひらで包まれる。それがこの上なく温かくて、涙腺を刺激される。

　ジェシカはカルヴィンの手に自分の両手を重ねることで、想いが通じ合った歓びを噛みしめた。

「だが――」

　しだいに彼の眉間に皺が寄っていく。その顔を見れば、あとに続く言葉が容易に想像できて、焦る。

　ジェシカは首を横に振りながら立ち上がった。

「お母様には、既成事実を作る許可をいただいています」

　カルヴィンの両手が頬を覆うのをやめても、ジェシカはその手首をしっかりと掴んで放さなかった。

「――えっ？」

　戸惑うカルヴィンをよそに、ジェシカは計略を巡らす。

（カルヴィン様はお父様に遠慮なさっている）

　父親も、カルヴィンも、とても友人思いだ。だがそれゆえに、互いのことが許せないでいる。

　ふたりの関係を壊してまでカルヴィンとともにいたいと思う自分は悪魔的なのだろうか。

（でも……このままではカルヴィン様と一緒になれない）

　ここで契らなければカルヴィンとは進展しない。既成事実を作ろうとするとは、自分はなんと狡猾ではしたない女なのだろう。カルヴィンとは正反対だ。

　だがそれでも、カルヴィンとの繋がりがほしい。このままなにもないのでは、本当にこれきりになってしまいそうで怖い。

「カルヴィン様……ベッドへ」

　彼の両腕を引っ張り上げる。カルヴィンは戸惑いながらもソファから立った。

「いや、いけない。もう一度バリーにきちんと話をしてから――」

　カルヴィンの後ろにまわり込み、ベッドへ向かって力いっぱい背を押す。

「お父様は聞く耳を持ってくださいません。ですが――私たちの結婚に関してはお母様が、お父様によく言って聞かせてくださいますから！」

　大きな背中を押しながら言ったので、息も絶え絶えになった。

　それにしても、父親を子ども扱いとはどうしたものかと思うが、こうでも言わなければカルヴィンは乗り気になってくれない。

「早く、カルヴィン様」

　ジェシカがあまりにもしつこく背を押すからか、とうとう彼のほうが折れて歩きだす。ベッド端に座ったものの、カルヴィンの表情は浮かない。いまだに『その気』にはなっていないのが明白だ。

　靴を脱いでから息を整え、ベッドに上がり込んでカルヴィンの膝上に跨る。体重をかけてしなだれかかり、唇を寄せた。

「ん――っ」

　低い呻き声を聞きながら、口を小刻みに動かしてカルヴィンの唇を食む。何度も繰り返しそうした。

（もっと、誘惑的なキスができたらいいのに）

　こうして唇を唇で挟むだけの単純なキスしかできないのが口惜しい。

　悪い女なのだという自覚はある。みっともなく、とてつもなく恥ずかしいことをしているのだとわかっている。

（でも、欲しい……カルヴィン様のことが）

　想いが通じ合っているのだと思えばいっそう、愛しさが募って離れがたくなる。

　ジェシカは唇を離すと、カルヴィンの上着のボタンを外し中のドレスシャツもはだけさせたあとで、黒いトラウザーズの革ベルトを緩めた。

「ジェシカ……ッ」

　焦燥感を漂わせた、咎めるような呼びかけだ。ジェシカはかまわず手を動かす。

　無理やりトラウザーズを脱がせて、下半身を凝視する。下穿きは股間が隆々としていた。

　そこに、そっと触れる。カルヴィンの両肩がビクッと跳ね上がった。

「あのときと同じように……張りつめていらっしゃいます」

　ジェシカはドレスの裾を自ら捲り上げ、ドロワーズの、縫い合わされていないクロッチ部分を開け広げにした。

　それまで下を向いていたカルヴィンだが、ジェシカの秘所が露わになるととたんに目を逸らした。

　薄布の奥で張りつめている一物を明るみに出すべく下穿きをずらそうとする。

「……だめだ、ジェシカ」

　強い力で手首を掴まれれば、それ以上は手を動かせない。

（だめ、だなんて……）

　そんなこと、わかっている。

「でも私は――っ」

　顔を上げたのと、目の前がぐるりと回ったのは同時だった。

　カルヴィンの膝に馬乗りになっていたはずなのに、いまは体勢が逆転して太ももを押し上げられている。

「もっと濡らしてからでないと、痛む」

　低音ながらも艶を含んだ声が耳に響いた。カルヴィンの榛色の瞳が、ぎらりと底光りしたような気がした。

　その次の瞬間、カルヴィンが足の付け根に吸いついたので、ジェシカは全身を大きく弾ませて「ひゃっ!!」と叫ぶ。

　そうしてジェシカが驚きを体現しても、カルヴィンは花園に顔を寄せたまま動かなかった。

「あ、ぁあっ……！」

　秘裂の中の珠玉を、下端から上端までべろりと舐め上げられる。壮絶なまでの快感が巻き起こり、両手両足がビクビクと震えた。

　ジェシカは口元を押さえて耳まで真っ赤にしていた。羞恥に燃えるジェシカを見上げ、カルヴィンは舌なめずりをする。

「……きみが誘ってきたんじゃないか」

　そう言うなり赤い舌を覗かせて、蜜口へと侵入させる。蜜洞の浅いところを舌で漁られる。

「あぁ、ふああぁっ……！」

　そんなところに舌を入れられて恥ずかしいのに、どうしようもないまでに気持ちがよかった。

　カルヴィンは舌を引き抜き、ジェシカの首筋に顔を埋めて背に腕をまわし、編み上げ紐を解いていく。

「きみの肌の温もりが恋しくて……毎日が拷問のようだった」

　吐息を含んだ掠れ声が心身をくすぐる。

「知ってしまったから――愛しいきみが、どれだけ柔らかく温かいのかを」

　その魅惑的な声に聞き入っているあいだに乳房が露呈していた。ドレスとコルセット、そしてシュミーズは一緒くたに引き下ろされ、腰でもたついている。

　カルヴィンは躍りでた乳房のいただきをすぐに指で押し上げた。

「んうぅっ……」

　喘いで身を捩ると、カルヴィンの片手が足の付け根へ伸びていくのがわかって、それだけであらぬ箇所がドクッと脈づいた。

　浅い茂みで円を描いたあと、指は裂け目を辿り秘芯を衝く。

「ぁふっ、ぅん、んんっ」

　はしたない声が出るのを自分では制御できない。先ほどは自らそこを曝けだしたというのに、恥ずかしがるのはきっと筋違いだ。

（けれどやっぱり、恥ずかしい――！）

　彼の指が胸飾りを嬲り、花芯を押し、蜜口へと潜り込む。快感とともに羞恥心にも拍車がかかる。

「あ、あぁっ……はぅ、うぅうっ……！」

　ぐちゅ、ぐちゅっという水音が、もはや聞きなれたものになってしまった。そして、自分がそれを奏でていることになんの違和感も覚えなくなった。

　イザベルの話によれば、そこが濡れれば濡れるほど男性は悦ぶのだという。

（カルヴィン様は……悦んでいる、の？）

　ジェシカはベッドに両肘をついて上半身を起こし、カルヴィンの顔を覗き込んだ。一瞬だが彼の指の動きが止まる。

「うん……？」

　不思議そうに首を傾げる彼は、なにか女性を惹きつけるフェロモンでも発しているのではないかと思うほど煽情的だった。心身をきゅうっと締めつけられる。

「……中が締まった」

　呟いて、カルヴィンは蜜道のさらに奥へと指を進ませた。長い指がズン、ズンッと行き止まりを突く。

　ジェシカは「んぁっ」と喘ぎながら碧眼を細くする。視界に星が飛びはじめて、頭の中が霞みがかってくる。

　カルヴィンの手指によって、恋情と快感が際限なく高まっていく。

「あぁああ――っ！」

　そうしてなにもかもが爆ぜた。全力疾走したあとのように、呼吸がままならない。

　カルヴィンはジェシカの中の具合を確かめるように指でぐるりと媚壁を探ったあと、中指を引き抜いた。じゅぼっ、と奇妙な水音がした。

　彼が下穿きを下ろす。一物は勇猛にそそり立っていた。

　雄茎がいきり立っているにもかかわらず、カルヴィンはためらっているようだった。

　その迷いをジェシカが断ち切る。

「はやく……カルヴィン様」

　催促すると、カルヴィンは眉間に皺を寄せ、唇を噛んでジェシカの脚を両手で押し上げた。

　秘所が開け広げになると、いままでに経験したことのない緊張感に包まれた。イザベルからは破瓜の強烈な痛みについて充分すぎるほど説明を受けた。

　覚悟は決まっている。どれだけの痛みに見舞われようとも、カルヴィンと確固たる契りを交わしたいのだ。そのためには、常にほほえみをたたえていなければならない。そうでなくてはきっと、カルヴィンを不安にさせてしまう。

　狭道の入り口に猛々しい雄根を突き立てられる。ほんの少し沈んだだけでは痛みは感じなかった。

　だがこれからだ。ジェシカはゴクッと喉を鳴らす。雄茎が媚壁を擦りながらどんどん奥へと入り込んでくる。

「――っ!!」

　ジェシカの顔が痛みに歪む。激痛であろうと表情には出すまいと思っていたのに、上手くできなかった。

「ん、ぅ……っ」

　呻くと、大きな手のひらが労わるように両頬を覆ってきた。目尻に溜まった涙を拭われる。目元に彼の指が添うまで、自分が泣いていることに気がつかなかった。

「平気、ですから……」

　上手に笑えているだろうか。おかしな笑顔になっていないだろうか。

　悲痛な面持ちのカルヴィンを少しでも安心させたくて、強がりを言った。

　ところがカルヴィンはジェシカの発言を鵜呑みにはしない。彼はジェシカの中に埋めた雄物をしばらく動かさずにいた。馴染むのを待っているようだった。

「深呼吸するんだ」

　言われるまま、大きく息を吸い長く吐きだす。それを繰り返していると、不思議と痛みが和らいでいった。

　カルヴィンはジェシカが深呼吸をしているあいだ、頬を撫でたり胸先を指で突いたりと忙しなく両手を動かした。肌の上を這いまわるカルヴィンの手の感触が、心地よさと安心感をもたらしてくれる。

　彼が腰を揺すりはじめる。痛みはもうほとんどなくなっていた。

「ぁん、んっ……あぁ……っ」

　嬌声は掠れていた。泣いたせいだ。

（カルヴィン様と、ひとつになっている――）

　情欲の塊が前後するたびにそのことを実感した。快さとともに歓びが溢れ、なにもかもが高揚する。

　ほかのだれも立ち入ることのできないふたりだけの世界に浸りながら、ジェシカは「ん、ぁあぅ、あっ」と喘いだ。

　律動が激しさを増し、視界が大きく揺れる。

「ジェシカ……ッ！」

　名を呼ばれると、快感を伴ったなにかが込み上げてきて全身が歓喜した。

　ジェシカは「カルヴィン様」と呼び返し、彼の鍛え上げられた体にしがみつく。

「……っく」

　低く呻いたあと、カルヴィンは陰茎を引き抜いた。熱い飛沫をジェシカの下腹部にぶちまける。

「え――」

　白い熱情が肌の上を滑り落ちていく。ジェシカはそれを呆然と眺めた。

「どうして……」

　内側に吐精されなければ孕みにくいことは、ガヴァネスに教わったから知っている。

　しかしカルヴィンは神妙な表情を浮かべたままなにも答えなかった。

　唇が、重なった。
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第五章　囚われの伯爵令嬢は憤然と脱走を試みる












　国王に呼びだされたカルヴィンは、ベッドで眠るジェシカのことを城の侍女に頼んで部屋を出た。

　謁見の間に着くと、数分ほど遅れて国王が入室してくる。

　国王クレイグ・デルメンティーナは椅子に腰かけると、肘掛けに片肘をついて口角を上げた。

「珍しく女性を部屋に連れ込んだと聞いたが？」

「……はい。生涯でただひとりの――最愛の女性です」

　カルヴィンが言うと、クレイグは黒い顎髭を撫でつけながら笑った。

「本気のようだな。けっこう、けっこう」

　国王は四十歳だが、髭のせいで年齢よりも老けて見える。

「さて、本題に入ろう。隣国ヒューゼの件だ。あのコリンとかいう第五王子、どうにかならんか？」

「畏れながら申し上げます、陛下。コリン・ヒューゼには再三、対話を要求しておりますが、応じる気配がないのです」

「やはりそうか……。ヒューゼ国王も然りだ。こちらからは何度も和平の申し出をしているというのに、いっこうに色好い返事が来ない。かの第五王子が和平に待ったをかけているというのがもっぱらの噂だ」

「コリンは末席の王子のため、少しでも国の領土を広げて兄たちに認められようとしているのでしょう」

「うぅむ。それよりもヒューゼは、他国からの侵略に備えるべきだよなぁ」

　ぼやいて、クレイグは大きく息をついた。皆の前ではそういう態度は取らない。気を許してくれているのだろうと解釈している。

「しばらく砦に詰め、コリンの動向を探り近日中に決着をつけます」

「ああ、そうしてくれ。おまえは一線に立たずとも政まつりごとに専念するほうが国益になるが――隣国の件が片づくまでは、頼む」

「御意のままに」

「よし。下がっていい」

　カルヴィンは一礼し、謁見の間をあとにした。

（ジェシカはもう目覚めているだろうか）

　部屋に立ち寄ろうかとも思ったが、顔を見れば離れがたくなる。国王には「隣国との諍いには近日中に決着をつける」と宣言した。その任務を滞りなく遂行するためには、このまま――国王との謁見で気が張りつめた状態のまま――王宮を出るほうがいいだろう。

（だが、砦に詰める前にバリーにだけは会わなければ）

　彼は昨日から視察に出ていると聞いていたが、もう戻っているはずだ。

　門前払いされる可能性もある。それでも――最悪の場合は不当に侵入してでも――今度こそきちんとバリーに言う。自分がどれだけジェシカを想っているのかを伝え、認めてもらいたい。

　ジェシカの中に子種を撒かなかったのは、なけなしのけじめだった。いや、責任逃れだと、かえって咎められるかもしれない。けじめだと言うのならば、彼女が孕むまで吐精してすべてを自分のものにするべきだったのかもしれない。

（いや、だがやはり……それは俺のエゴでしかない）

　カルヴィンは息をつく。

　それから厩舎に立ち寄り、馬丁に預けていた黒馬を引き取った。愛馬に跨り、跳ね橋を越えようとする。

「――団長！」

　騎士のひとりが馬で駆けてくるのが見えた。

　カルヴィンは馬上で騎士と会話する。

「どうした？」

「ヒューゼの兵が川を越えて侵攻してきました！　いったんは退しりぞけたのですが、トッティの川辺でいまだに膠着状態です」

「わかった。すぐに向かおう」

　伯爵邸へ立ち寄るどころではなくなってしまったが、いまはそういう段ではない。川を越えてヒューゼの兵が多数侵入してくれば、砦の存亡――ひいては国防にかかわる。

（まずはヒューゼと雌雄を決するのが先だ）

　ジェシカの顔を思い浮かべると、やるせなくなる。だがいまは、自分にできる最善のことをするべきだ。

　カルヴィンは足で馬をたきつけ、サイファルの砦へと急いだ。










　王宮を出たジェシカは馬車で伯爵邸へ戻った。陽はすっかりと高い位置にまで昇っている。

（カルヴィン様にはとうとう、会えなかった）

　王宮のカルヴィンの部屋で「侯爵様は国王陛下と面会中です」と王宮の侍女から聞いたジェシカは、彼が謁見の間から戻るのを待っていた。しかし、やってきたのはまた別の侍女で、カルヴィンは国王との謁見後すぐに王宮を出たと言うので、仕方なくジェシカも王宮を去ったのだった。

　伯爵邸の車寄せに到着する。両親は視察を終え邸に戻ってきているようだった。

　ジェシカは父親と話をすべく、意気込んで玄関アプローチの階段を上り正面扉を開ける。

　両親はエントランスホールにいた。ふたりともが険を帯びた顔をしている。傍らには執事とボニーがいる。そのだれひとりとして、明るい表情の者はいない。これは、ただごとではないとジェシカは感じ取る。

「お父様、それにお母様も――どうなさったのですか？」

　母親のアリエルが振り返る。

「あぁ、ジェシカ。それが……国境で小競り合いが起きているそうなの。カルヴィンはしばらくサイファルの砦から離れられないそうよ」

「えっ!?」

　ジェシカは驚きを露わに両手で口を押さえた。

（それで、カルヴィン様は早々に王宮を出られたのかしら）

　きっとそうに違いない。

　父親にカルヴィンとの結婚について力説しようとしていたジェシカだが、それどころではなくなった。

（小競り合いって……いったいどういう状態なの？）

　騎士の皆は、そしてカルヴィンは無事でいられるのだろうか。ジェシカには具体的な状況がまったく想像できない。

「カルヴィン様は、大丈夫でしょうか……」

　ジェシカが顔を青くして言うと、すぐにバリーが「あいつは腕が立つ。平気に決まっている」と言葉を被せた。

　それが、カルヴィンのことをどうでもよいと思っての発言ではないことがわかる。

（お父様はカルヴィン様のことを信頼していらっしゃるのだわ）

　裏切られただのなんだのと言っていたわりに、即答した。信頼は、崩れていない。

（私も、カルヴィン様のことを信じなければ）

　いまはただ、彼の無事を信じて待つしかない。










　カルヴィンがサイファルの砦に詰めはじめて数日が経った。状況は、多少は好転したものの、かろうじて小康状態に持ち込めたという程度で、まだまだ予断を許さないという。

　ジェシカは私室のテラスからサイファルの砦を眺めた。

（本当に……本当に大丈夫なの？）

　いや、何事にも完璧はない。剣の腕が立つと言っても、卑怯な奇襲をかけられればどうなるかわからないではないか。

　そう思うと、いてもたってもいられなくなった。

「お嬢様。奥様がお見えになりました」

　ボニーに言われ部屋の中へと戻ると、母親はすでにソファに座って寛いでいた。ボニーはティーワゴンでてきぱきとふたりぶんの紅茶を淹れる。アリエルが「下がっていいわ」と言うので、ボニーは低頭して部屋を出ていった。

　ジェシカはアリエルの斜め向かいのソファに腰を落ち着ける。

「バリーは、少しは心を開いてくれているわ。ひとまずカルヴィンがこの邸に入ることは許す、そうよ」

「それでは……！」

「結婚を認めるわけではない、と付け加えていたけれどね。それでもカルヴィンと会って話をする気にはなっているみたい」

　ジェシカは胸を撫で下ろす。

（とても大きな進展だわ）

　しかしすぐに、ジェシカは気落ちすることになる。

「でも、この調子では……いつになるかわからないわね」

　母親の言うとおりだ。隣国との膠着状態が続くかぎり、カルヴィンがこの邸にやってくることはない。

（カルヴィン様に伝えたい……！）

　このことをカルヴィンに報せたい。彼はいま、それどころではないというのは百も承知だが、もしかしたら気がかりのひとつくらいにはなっているかもしれない。

　ほんの一言でいいのだ。迷惑にならないよう、騎士のひとりに用件だけを伝えて戻ってくればいい。

（でも、できることなら一目――遠くからでもいいから）

　無事な姿を確認したい。そうでなければ、心が懸念で押し潰されてしまいそうだった。

　ジェシカは母親やボニーに「図書室へ行ってくる」と嘘をつき、衣装部屋に駆け込んだあとドレスから乗馬服に着替えて厩舎へ向かった。馬丁が留守にしていたのをいいことに、裏門からこっそりと伯爵邸を出た。

　サイファルの砦を目指して馬を走らせる。乗馬はカルヴィンに教わった。よほど険しい山道でなければ難なく馬を操れる。

　もうあと数分で到着する。ジェシカはサイファルの砦へと続く路地裏を進んでいた。

「おい、おまえ！」

　だれかに呼びかけられた。声がしたほうを向けば、路地の向こうに広がっている林のほうから身なりのよい若い男性が歩いてくるのが見えた。

　あたりにはほかに人の姿がないので、彼が呼び止めたのは自分だ。

「なんでしょう？」

　馬上で返答するのは失礼だと思い、馬を降りて男性と相対した。

「そんな恰好で乗馬しているんだ。農民ではないな」

　訝しげに見下ろされる。

「……そうだ。たしか、オールディス伯には一人娘がいると――」

　このような辺境地を単独で徘徊している男性など、敵対しているヒューゼ国の陣頭指揮を執る貴族をおいてほかにないと、いまさらながら気がつく。

（この男性、ヒューゼの――）

　しまった、と後悔しても遅い。

「俺と来い！」

　そう言うなり男性はジェシカの腕を掴んで無理に引っ張った。その拍子に指から手綱がすり抜け、馬はあさっての方向へと走り去ってしまった。

「ちょ、ちょっと……いやっ、放して！」

　抵抗も虚しく、ジェシカは引きずられるようにして路地裏を歩かされる。

「城塞へ招待しよう。とっとと歩け」

「招待ではなく強制連行の間違いでしょう！　手を放して。私を連れていっても、なんにもならないわよ」

　ジェシカは男性の手を振りほどこうとする。

「うるさい！　静かに歩け」

「いたっ……！」

　それまでよりももっと強く手首を握られ、前へと引っ張られる。

（ああ、もう……！）

　浅はかな行動は控えなければならないとわかっていたのに、この体たらくだ。自分はいったいなにをしているのだろう。

　自責の念に駆られている間に国境を越え、ヒューゼの城塞に着く。最上階の一室に通されたジェシカは、仏頂面で男を睨む。

「俺の名はコリン・ヒューゼ。この国の王子だ」

　ジェシカは心の中で「やっぱり」と言う。

（王子は王子だけれど、たしか末席の第五王子だったはず）

　なんにしても、敵国の王子に捕らえられてしまったことに変わりはない。

「さあ、王族が名乗ったんだ。おまえも名を言え」

「……ジェシカです」

「レディ・ジェシカ・オールディス？」

　ジェシカは沈黙を貫く。

「しらを切るとどうなるか、わかるだろう？」

　顎を掴まれ、無理やり上を向かされる。ジェシカは視線を逸らしたまま「そうです」と呟いた。

「やはり伯爵令嬢か。いい駒が手に入った」

　コリンは口角を吊り上げ、ジェシカの顎から手を離した。

　この部屋に連れてこられるあいだ、彼と兵との会話を聞くかぎりでは彼らは敗走寸前だった。

　コリンは壁際に控えていた兵に言い放つ。

「デルメンティーナの騎士に伝えろ。一時間後、侯爵の首と伯爵令嬢を交換すると」

　その言葉に愕然とする。顔から血の気が引く。

「待って！　私はどうなってもいい。カルヴィン様――イシャーウッド侯爵の命を奪わないで」

「それは無理な相談だ。おまえの命を取るよりもイシャーウッドの首を刎ねるほうが国益になるんでね。あいつさえいなければサイファルの砦は簡単に落ちる」

　くっ、くっと笑いながらコリンは言葉を継ぐ。

「俺は先にトッティの川辺へ行っている。ああ、女に傷はつけるなよ。価値が下がって見捨てられるかもしれないからな。まぁ、それはそれで滑稽だが。……一時間後が楽しみだ」

　トッティの川辺の先に、サイファルの砦への入り口がある。ゆえに、そこが抗争場所になっているのだろう。

　高笑いしながら去っていくコリンの背を、ジェシカは憎らしさを滲ませて見送った。

「大人しくしていろよ！」

　捨て台詞を吐き、兵も部屋から出ていく。言うまでもなく、外側から施錠され閉じ込められてしまった。

　ジェシカはその場に崩れ落ちる。緊張の糸が切れたせいだ。諍いの最中だ。凌辱されてもおかしくなかった。

　瞳に涙が浮かび、水粒がぼろぼろと外へ零れ落ちてくる。

（私は本当に……なんて馬鹿なの！）

　自分ばかりが無事でどうするのだ。結果的に、カルヴィンを陥れることになってしまった。

　部屋にはソファやテーブルなど一通りの調度品が揃っていたが、とても使う気にはなれず、床の上で膝を抱える。

　愚かな自分に憤りを覚えながら、涙を流した。

（……このままでは、だめ）

　泣いていても事態は好転しない。ジェシカは指で涙を拭い、すっくと立ち上がった。

（逃げださなくちゃ！）

　壁際へ走り、窓ガラスを開けて外を見る。三階建ての城塞の最上階だ。地面は遥か下方。ここから飛び下りるのは自殺行為である。

　あたりを見まわすも、伝い渡れそうな木はない。隣室のバルコニーへは、外壁の縁を伝ってなんとか行くことができるかもしれない。

（でも、それよりも……）

　ジェシカは作戦を練り、頭のなかで何度も予行演習した。

　それから下準備を始める。部屋じゅうのカーテンを外し、その中に丸椅子を詰め、窓際に置いた。

「よしっ！」

　両頬をパン、パンッと叩くことで気を引き締め、ドアの前に立つ。

「おねがい、だれか！　ここを開けて！」

　何度も繰り返し叫んだあと、力いっぱい扉を叩いた。しばらくすると、複数の足音が聞こえてきた。兵が集まってきている。

「だったらいいわ、ここから飛び降りてやる！　カーテンにくるまって飛べば、きっと逃げられるもの！」

　大声で叫んだあと窓辺へと走り、あらかじめカーテンで包んでいた丸椅子を外へ放り投げた。

　間髪入れずにクローゼットの中へと身を潜める。

「――おい！」

　クローゼットの隙間から外のようすを窺う。何人もの兵士が部屋に入ってきた。開け放たれた窓から階下を見て顔を青くしている。

「うわっ！　あの女、本当に飛び降りやがった！」

「運がよければ息がある、行くぞ！」

　兵士たちが部屋を出ていくのを、ジェシカは息を殺して待つ。

　部屋が無人になり物音がしなくなると、ジェシカはそっとクローゼットの扉を押し開けて外へ出た。

（早くこの城から出なくちゃ！）

　丸椅子を落としただけなのだと、すぐにわかってしまう。一刻も早くこの城塞から逃げださなければならない。

　ジェシカは兵士たちの足音に気を配りながら廊下を歩く。階段を下り、やっと一階に到着した。あと少しだ。

　そう、出口が見えて油断していた。廊下の角を曲がったところで兵士と鉢合わせしてしまった。

「おまえ――！」

　ジェシカは踵を返してひた走る。ところが廊下の行き止まりにぶつかり、逃げ場がなくなった。

「コリン殿下は手ぬるい。縄で縛って身動きが取れないようにしておかなければ」

　物騒な発言をしながら兵士が詰め寄ってくる。兵士はひとりだが、剣も武闘もからきしのジェシカが敵うはずもない。

　目の前に立ちはだかる兵士が両手を振り上げる。ジェシカは恐怖心からぎゅっと目を瞑った。

「うっ」という呻き声が聞こえた。恐る恐る目を開ければ、進路を塞いでいた兵士は床に倒れていた。

　そして、その向こうには愛してやまない男性がいる。

「カルヴィン様……どうして……」

「助けにきたに決まっている。ジェシカ――ヒューゼの者に、なにもされなかったか？」

　額に大粒の汗を光らせてカルヴィンが歩み寄ってくる。

「は、はい。なにも」

　ジェシカは涙腺が熱くなったが、めそめそと泣いている場合ではない。カルヴィンはジェシカの無事がわかって、幾分か安心したようだった。

「よし。早くここを出るぞ」

　しかし、ここは依然として敵地だ。

　ジェシカは声もなく頷いて、カルヴィンに付き従う。

　カルヴィンは周囲を見まわしながら廊下を進む。彼もまたこうして、敵兵に会わないようにしてここまでやってきたのだろう。カルヴィンはひとりだ。単身、敵地に乗り込んできたのだ。

「……待って、足音が聞こえます」

　廊下の角を曲がろうとするカルヴィンを引き止める。間もなくして、五人ほどの兵士がそこを通り過ぎた。

　カルヴィンは感心する。

「ジェシカは本当に耳がいい。俺は聞こえなかった。あれだけの兵を、きみを守りながら相手にするのは難儀だっただろう」

　褒められて嬉しい反面、もとはと言えば自分のせいで窮地に立たされている。カルヴィンはその巻き添えなのだ。

　ジェシカは唇を引き結び、その後も物音に細心の注意を払った。

　そうしてふたりは厨房の出入り口から外へと出た。そこからは国境までまっしぐらに走った。

　デルメンティーナの領土に戻ると、ジェシカとカルヴィンは互いの顔を見合わせて安堵の息をついた。

「このまま伯爵邸まで送っていきたいところだが……もうすぐコリン王子との約束の時間だ。彼と対話する絶好の機会なんだ。一緒にトッティの川辺へ来てくれるか？　もちろん、きみのことは俺が守る」

　ジェシカは頷き、カルヴィンとともにトッティの川辺へと急ぐ。

　川を挟んで向こう側にいたコリンは、カルヴィンがジェシカを伴って現れるなり狐につままれたような顔をして目を丸くした。

　カルヴィンはジェシカのまわりを取り囲むように騎士を配置し、前へ出る。

「やっと話し合いをしてくれる気になったようだな、コリン王子」

「どっ、どういうことだ!?　あの女、双子だったのか？」

　カルヴィンはコリンの突拍子もない発言を嗤う。

「なかなか面白いことを言う」

　そこへ、ヒューゼの兵士がコリンのもとへ近づき耳打ちをした。「伯爵令嬢は逃げだした」と報告したものと思われる。

　コリンの顔がますます青くなった。

「有利な駒を得たと喜んでいたようだが、大事なものならば自ら連れ歩くべきだったんだ。いや、そのおかげで俺は取り戻すことができたわけだが」

「くっ……！」

　コリンは先ほどまでとは打って変わって、今度は耳まで真っ赤にして憤慨している。

　いっぽうカルヴィンは、地面をジリッと踏みしめて一歩前へと出た。

「砦の大将同士、一戦交えようか。川に落ちたほうが負けだ。敗者は武装解除して砦を去る、というのはどうだ？　いいかげんに決着をつけよう」

「望むところだっ」

　腰の剣を抜き、川石を伝ってコリンが迫りくる。カルヴィンは微笑を浮かべたまま剣を抜き、コリンと刃を交えた。

「おおぉおぉ！」

　雄叫びを上げながらコリンは何度もカルヴィンに打ち込んでくる。そのすべてを、カルヴィンは軽い身のこなしでもって受け流した。

「なかなか筋がいい」

　素人目に見てもカルヴィンが優勢なのは明らかだ。

（カルヴィン様……）

　そうわかっていても、早く決着がついてほしいと切に願う。

　コリンの剣が水面を掬い、カルヴィンに飛沫を浴びせる。しかしカルヴィンは動じない。

「その手は悪くないが、さして効果もない」

　カルヴィンは口元の笑みを深め、無駄のない動きでコリンの剣を弾き飛ばした。カルヴィンの剣が喉元を捉えると、コリンは「ひっ」と悲鳴を上げ、体勢を崩して川へ落ちた。

　それほど深くはない川だ。コリンが流されることはなく、その場で尻もちをついたまま項垂れている。

「きみは自分の国に居場所がないのか？」

　カルヴィンが諭すような声音で語りかける。

「もっと鍛えればきみはいい騎士になるだろう。こんなところで小競り合いを起こしているよりも、国防に専念して功績を挙げるほうが周囲を見返せるに決まっている」

　するとコリンは無言で頷いた。兵士に付き添われ、去っていく。

　ジェシカは目を伏せて、大きく息を吐きだした。

　歩み寄ってきたカルヴィンに向き直り、口を開く。

「このたびは本当に申し訳ございませんでした」

　ジェシカが深々と首を垂れると、カルヴィンは「いきなりどうしたんだ」と言い戸惑いを見せた。

「顔を上げるんだ、ジェシカ」

　頬に温かな手が添う。とたんに、瞳が涙のヴェールで覆われる。

「私が……砦のそばを歩いていなければ、捕らえられるようなことはなかったのです。そのせいで、カルヴィン様が危険な目に――」

「なにを言っている、危険な目に遭ったのはきみのほうだ。砦周辺の警戒を疎かにしていた俺の落ち度でもある」

　ジェシカはぶんぶんと首を横に振る。砦の周辺を抜け目なく、しかもひと気のない裏路地まで隈なく警戒するのは無理だ。そのような場所には立ち入らなければ済む話である。

　気落ちするジェシカを慰めるようにカルヴィンは言う。

「だが……結果的にはよかった。きみが危険に晒されたことを除けば、な。コリン王子と対話する機会をずっと待っていたんだ。なかなか応じてもらえず手を焼いていた。あの男は、根は悪くない。捕らえたきみに危害を加えなかった。小心者というだけかもしれないが」

　カルヴィンはヒューゼの城塞を一瞥してジェシカの頭を撫でる。

「しかし、ジェシカ？　もう二度と、戦線に出てくるような真似はしないように。俺の心臓がいくつあっても足りない」

　ジェシカはコクコクと何度も頷き、彼の言葉を肝に銘じた。

















第六章　新妻は屈強な夫の愛を何度も受け止める












　コリンはあれから本当に城塞を去った。いまは少数の兵しか残っていないのだという。

　デルメンティーナの国王はヒューゼに国境の相互不可侵条約を提案した。ヒューゼ国王はコリン王子がトッティの川辺で大敗したことを受け、条約をすぐに受け入れ、とんとん拍子で締結に至った。

「カルヴィン様、ようこそいらっしゃいました！」

　ジェシカはオールディス伯爵邸の玄関でカルヴィンを迎えた。

「出迎えありがとう。ジェシカは今日も美しい……」

　ついこのあいだまで、会えば頭ばかり撫でられていたのに、いまや頬や唇を撫で辿られるので――それがどういうわけか官能的に思えて――これはこれで困ったものである。

　ジェシカは頬を赤く染めて「さっ、さあ、どうぞ中へ」としどろもどろになりながらカルヴィンを邸の中に招き入れた。

「お父様は執務室にいらっしゃいます」

　父親には、カルヴィンとはすでに契りを結んでしまったことは報告してある。だがそれはあくまでジェシカの口から伝えたことである。

　カルヴィンはヒューゼとの諍いを治めたあとも国王にたびたび呼びだされ、多忙を極めていた。そんな中、忙しい合間を縫って邸に赴いてくれた。

　執務室の前に立つと、カルヴィンの表情が険しくなった。緊張しているようだった。

　ジェシカが扉をノックすると中からはすぐに「どうぞ」と声がした。

　ドアを開け中へ入ると、父親のバリーが椅子から立ち上がるところだった。

「カルヴィン――」

　執務机をまわり込み、カルヴィンの目の前まで歩いてくる。ジェシカは父親がカルヴィンに掴みかかるのではないかと心配した。ところが、そうはならない。

「本当にすまなかった……！」

　頭を低くするバリーに、ジェシカとカルヴィンはおおいに驚き、しばし絶句する。

「バリー、なにをしているんだ。顔を上げてくれ」

　戸惑いを露わにカルヴィンが言うと、バリーはゆっくりと顔を上げた。

「私は、きみが妬ましかったんだ。私よりも出世して侯爵になったきみを、心の底ではずっと羨ましく思っていた。その上、ジェシカまで奪っていくのかと――悔しくて……」

　バリーは額を押さえ、視線を部屋の隅へと投げる。

　カルヴィンはバリーにかける言葉を考えあぐねているのか、なにも言わない。

　バリーは俯くのをやめ、カルヴィンの目を見据えて言う。

「だが今回のことでわかった。きみがどれだけジェシカのことを想ってくれているのかを。でなければ、敵地に単身で乗り込むようなこと……できはしない」

　カルヴィンの手がピクッとわずかに弾む。ジェシカはふたりのようすを見ていることしかできない。

「バリーに言わなければならないことがある。俺は、神に誓いを立てる前だというのにジェシカと契った」

　父親は驚かない。初耳ではないからだ。

「……それは、いけないな」

　父親は苦笑していた。

「きみとジェシカの挙式を急がねば」

　バリーがそう言うなり、ジェシカは両手を胸の前に組み合わせて歓喜した。










　私室に戻るなり、ジェシカはボニーに「カルヴィン様との結婚をお父様が認めてくださった」と報告した。

「お嬢様～っ、ようございましたねぇ～！」

　ボニーは眼鏡の向こうにある瞳を潤ませてジェシカの結婚を祝う。

「あのような提案をしてしまった手前、私はとても心配しておりました。お嬢様、本当におめでとうございます。ご結婚を祝して紅茶をお淹れいたします！」

　ボニーは「ふだんのものと変わりはないですが」と茶目っ気たっぷりに言いながら紅茶を淹れ、ローテーブルの上にティーカップを置いた。

　ジェシカは「ありがとう」と礼を述べ、ソファに座って紅茶を啜る。

「それで、侯爵様は？　まだ旦那様とお話を？」

「王宮へ向かって発たれたわ。なんでもまた、国王陛下からお呼びだしがあったそうなの」

　カルヴィンには結局、紅茶のひとつも出せずじまいだった。

「国境での小競り合いに片がついたとはいえ、侯爵様はまだまだお忙しいようですね。そうだ……お嬢様。これからは絶対に、ひとりでお出掛けになるようなことはなさいませんよう」

　眼鏡の端を押し上げて目を光らせるボニーを見てジェシカは「うっ」とたじろぎながらも「ええ、そうね」と頷いた。

「あのときは、みんなに心配をかけてしまって……本当にごめんなさい」

「いえ、わかっていらっしゃるのなら、よろしいのです。さあさあ、輿入れの準備で慌ただしくなりますよ！」

　嬉しそうに意気込むボニーを眺めながら紅茶を飲み、ジェシカは満面の笑みをこぼした。










　挙式の日取りが決まり、輿入れの準備で毎日を慌ただしく過ごしている最中さなか、ジェシカは父親に呼びだされ彼の執務室を訪ねた。

「挙式が延期になった」

　なんの前置きもなく聞かされたジェシカは目を剥いて「なぜですか!?」と声を荒らげる。

　それまで唇を引き結んでいたバリーだが、ジェシカがあまりにも慌てているのがおかしかったのか、「ふっ」と息を漏らして笑った。

「カルヴィンが公爵位を賜ることになったんだ。隣国と諍いを治め不可侵条約の締結に貢献した褒賞としてな。だから挙式は、叙勲式のあとだ」

　ジェシカはパチパチと何度も瞬きをする。

「それは、おめでとうございます！」

　カルヴィンはこの場にいないというのに祝辞を述べたのは、父親が自分のことのように嬉しそうな顔をしていたからだ。

「でも、そういうことでしたら――はじめからわけを言ってくださればいいのに」

　いきなり延期になったと言われれば、そのまま中止になってしまうのではないかとよからぬ考えが浮かぶではないか。

「いや、すまない。おまえの反応を見たかった。予想どおりの面白い反応だった」

　なおも小さく笑っている父親を前に、ジェシカは唇を尖らせる。

「……お父様？　ますますカルヴィン様に差をつけられてしまいましたね」

　仕返しとばかりに、ジェシカは嫌味たっぷりに言い放った。

　するとバリーはばつが悪そうに頬を掻く。

「その話はもういい。これからいくらでも追い上げてやる。それよりもおまえは、自分の幸せのことだけ考えなさい」

「はい、お父様。ありがとうございます」

　レディのお辞儀をして執務室を出たジェシカは、カルヴィンがトッティの川辺で隣国の王子と相対していたときの勇壮な姿を思い浮かべていた。

（このところまったく顔を合わせていない）

　廊下の窓からサイファルの砦と、それからイシャーウッド侯爵邸を眺める。だが視線の先にカルヴィンはいないだろう。きっと王宮だ。

（そうだわ、公爵位を賜るということは、侯爵邸ではなく王都の公爵邸に移るのではないのかしら）

　それはすなわち、新婚生活を王都で送るということだ。

　これまでの生活とは一変する。結婚するというだけでもそうだが、公爵夫人となれば国政についても嗜む程度には知っておかなければならないし、立ち居振る舞いにもこれまで以上に気を配らねばならない。

（うかうかしていられないわ。もっともっと、知識を蓄えなくては）

　ジェシカは早足で母親の部屋を訪ね、「政治に関する講義を増やしてほしい」と懇願するのだった。










　コーニリアス公爵位の叙勲式は王宮の一室――謁見の間で行われた。玉座の前面には貴族たちが列を成し、その中央にカルヴィンはいた。

　ジェシカはというと、伯爵令嬢として参列しているため末席だった。カルヴィンが国王から勲章を賜るのを、遠くから眺める。

（久しぶりにお姿を見ることができたけれど……）

　後ろ姿では、彼がどんな表情をしているのかわからない上に、言葉を交わすことができるような場ではない。

　ジェシカは寂しさを押し殺して、カルヴィンが叙勲されるようすを祝福した。

　叙勲式のあとはダンスホールで祝賀会が開かれることになっている。祝賀会の開始までは時間がある。ジェシカは王宮の庭をひとりで散策していた。

　王宮の庭は広大だが、どこもかしこも手入れが行き届いている。

「――ジェシカ！」

　微かな呼び声も、耳のよいジェシカは聞き逃さない。

　振り返れば、小道の向こうにカルヴィンの姿が見えた。ジェシカはドレスの裾をつまんで早歩きで彼のもとへ急ぐ。走っていきたいのを必死に我慢した。これからは常にレディらしく振る舞おう、と決めている。

「カルヴィン様！　どうなさったのですか？　……お忙しいでしょう？」

「いや、平気だ。きみが応接室にいないものだから……捜した」

　祝賀会の開始まで応接室で過ごすよう王宮の使用人から案内を受けたが、退屈だったので庭を散歩していた。カルヴィンは、応接室で待機している両親に「娘は庭だ」と聞いてやってきてくれたのだろう。

「ご足労をおかけして申し訳ございません」

　ジェシカがしゅんとして言うと、カルヴィンは「ははっ、しおらしいな」と軽快に笑い飛ばした。

「俺も少し、散歩する。行こう」

「はい」

　思いがけずカルヴィンとふたりきりで過ごすことができて嬉しいが、久方ぶりに言葉を交わすのでいささか緊張してしまう。

　ジェシカは横目でチラリとカルヴィンのほうを見やったあと、沈みゆく夕陽を見つめた。

　色とりどりの花が咲き誇る拓けた場所に差しかかると、急にカルヴィンが立ち止まった。

　ジェシカは何事だろうと驚いて彼と向かい合う。白地に精緻な金刺繍が施された絢爛な上着の胸元にはコーニリアス公爵家の紋が入った勲章が輝いていた。

　突如としてカルヴィンが跪いた。ジェシカはますます驚く。

「どうされたのですか!?」

　その問いには答えず、カルヴィンはジェシカに小さな箱を差しだした。いったいどこに隠し持っていたのだろう。

　ベルベットで覆われた小箱の中には指輪が収められていた。透き通るようなダイヤモンドが、夕陽に乱反射している。

「俺と一生涯を共にしてほしい」

　榛色の真っすぐな瞳から少しも目を逸らすことができなかった。返事をするよりも先に涙が溢れる。

　ジェシカもまた土の上に膝をつき、カルヴィンに寄り添った。指輪の小箱ごとカルヴィンの手を包む。

「喜んで」

　発した声は震えていた。喜びと愛情が爆発的に込み上げてきて、声だけでなく両手までも小刻みに震わせる。

「私……っ、カルヴィン様の隣がふさわしいレディになれるよう、努力します」

　カルヴィンは穏やかにほほえみ、ジェシカの薬指にダイヤモンドの指輪を嵌め込んだ。それからふたりはともに立ち上がる。

「いまだってきみは充分、よくやっているじゃないか」

　ジェシカは瞳に涙をたたえたまま首を横に振る。

「もっと……もっと、大人の女性になりたいです」

「それは、俺との歳の差を気にしているのか？」

「ええと……そうではなくて、精神的に成長したいというか」

「ゆっくりでいい。達観したきみもいいかもしれないが、少々手がかかるくらいのほうがいまは楽しい」

「も、もうっ……カルヴィン様ったら」

　ジェシカとカルヴィンは夕陽を背に笑い合う。

　濡れた目元を拭う指の温かさが、身に染みた。










　カルヴィンは居所を王宮のすぐそばにある公爵邸へと移すことになった。以後は国政に専念するらしい。

　ジェシカは公爵夫人として恥じぬよう、有識者に就いて勉学に励む日々だ。

　ふたりの挙式は、王宮の敷地内にある教会で執り行われる。

　雲ひとつない晴天に眩いばかりの太陽が昇れば、それだけで世界から祝福を受けているような心地になる。

　純白の生地が何層にも折り重なる重厚なウェディングドレスに身を包み、ジェシカは教会でカルヴィンとの永遠の愛を誓った。

　王宮での晩餐会を終えると、ふたりはサイファルの砦へ向かった。砦の屋上にはすでに騎士たちが集まっていた。

　ガーデンテーブルと椅子が置いてあったが、騎士たちはそれを使用せず床に胡坐をかいている。

　ジェシカは挙式のときよりもシンプルなデザインの白いドレスに着替え、カルヴィンとともに騎士団員たちの輪に加わった。勧められるまま、椅子に腰かける。

「おふたりとも、このたびは本当におめでとうございま～す！」

　騎士のひとりが声高々に祝辞を述べた。複数の騎士がそれに続いて「おめでとうございます！」と叫ぶ。皆、ジェシカたちが来る前から酒を呷っていたらしく、すでに酔いがまわっている。

　だが今宵は――いや、今宵もと言うべきか――無礼講だ。カルヴィンもまた、王宮にいたときよりも表情が柔らかく、寛いでいるようだった。よけいな気をいっさい使っていないのが窺える。

　ジェシカはあたりを見まわす。隣国ヒューゼや、本国デルメンティーナを眺めながらの酒は格別だ。騎士たちが気をよくするのも頷ける。

「ジェシカさぁぁんっ、団長を……いえっ、もう公爵様ですが！　よろしくお願いしますねっ」

　騎士のひとりに言われた。ジェシカは「ええ、もちろん」と答える。

　また別の騎士が近づいてくる。

「あぁ、いいなぁ団長は。こんなに綺麗で可愛い奥さんをもらって！」

「そうだそうだ、団長ばっかりずるい！」

　ジェシカはただ、笑みを浮かべていることしかできなかった。










　日付が変わる頃、ジェシカとカルヴィンは砦のすぐそばにある侯爵邸へ行った。今夜はここで過ごす。騎士たちは砦の屋上で朝まで飲み明かすのだという。

　侯爵邸にはボニーが待っていてくれた。ボニーはこれからもジェシカのメイドとして奉仕することになっている。

　ボニーに湯浴みを手伝ってもらったジェシカは浴室と続き間になっている主寝室に入った。

「では奥様、私はここまでです」

「えっ？」

「旦那様――カルヴィン様が、湯浴み後のことは任せるようにと仰せでしたので。私はこれで失礼いたしますね」

　ボニーはウィンクをして部屋から出ていく。カルヴィンはいったいいつ、ボニーとそのような打ち合わせをしたのだろう。

　間もなくしてカルヴィンが入室してきた。寝衣の上に群青色のナイトガウンを着ている。

　カルヴィンの手には香油の瓶が握られていた。

（なんだか嫌な予感が――）

　ジェシカはナイトローブの襟をサッと掻き合わせる。いっぽう、カルヴィンはいつになくニヤニヤとした面持ちで詰め寄ってくる。

「あ、あのっ、カルヴィン様？」

　そう言いながら後ろ歩きをしていれば、ベッド際まで追いやられた。

「香油は、俺が塗り込めてあげよう。きみの隅々まで」

「けっ、けっこうです！」

「遠慮はいらない。きっとそれが夫婦というものだ」

　カルヴィンは笑みを崩さずジェシカの手を取り、ベッドへと押し倒す。両手首をシーツの上に磔にされ、首筋に顔を埋められる。香油の入った瓶が耳のすぐそばに落ちた。クプンッという音が耳につく。

　湯浴みしたばかりのジェシカはナイトローブの下にはなにも身に着けていなかった。

　頬にキスを落とされると、それだけで脚の付け根が疼く。カルヴィンは微笑したまま上半身を起こし、香油が入った瓶の蓋を開けた。

「でも、やっぱり……カルヴィン様にしていただくわけには」

　抵抗を試みるも、一蹴される。

「言っただろう。手がかかるほうが楽しいのだと」

　瓶を傾け、手のひらに香油を取ると、カルヴィンはそれを自らの両手を擦り合わせることで人肌に温めた。その仕草がとてつもなく流麗で、つい見惚れてしまう。

　彼の両手がナイトローブの襟合わせから肩のほうへと潜り込んでくる。

「んっ……」

　ジェシカは目を細め、顔を斜めに向ける。

　手のひらは肩を撫で、鎖骨を通り、膨らみのほうへと下りていった。柑橘系のよい香りが漂う。

　ただ香油を塗ってもらうだけでも心地はよいが、カルヴィンの手でそうされると、心地よさに加えて快感が巻き起こる。

　乳房の片方を襟合わせから掬いだされた。鷲掴みにされた乳房はさまざまに形を変える。

「ジェシカは本当に……魅惑的だ」

「そ、そんなこと――」

　ジェシカが謙遜すると、カルヴィンは一瞬だけ眉を顰めた。

「騎士たちもきみに群がっていたじゃないか。綺麗だ、可愛いと」

　カルヴィンは笑ってはいるが、いやに棘のある言い方だ。責められているような気分になる。

「たしかにきみは美しく可憐だが、同時に艶あでやかだ。そのことを知っているのは……俺だけ」

　独占じみた発言をされると心が締めつけられる。それから、膨らみの薄桃色の部分を二本の指でキュッとつままれた。

「んっ……！」

　指の腹で挟んだ胸飾りを、カルヴィンは擦り合わせるようにして扱く。

「あぁっ、ん……あぅっ」

　いまだナイトローブの内側に隠れていたもう片方の乳房も、明るみに出される。

　カルヴィンは恍惚とした表情を浮かべて双乳を揉みしだいた。

「香油などつけずとも、きみからはいい匂いがする」

　首筋に彼の吐息がかかる。カルヴィンが鼻から大きく息を吸うのがわかって、気恥ずかしくなった。匂いを嗅がれている。

「い、いえっ……！　どうか香油を――」

「……そうか、そんなに塗り込められたいのか」

　口の端を上げていたずらっぽく笑い、カルヴィンは香油の瓶をふたたび手に取った。とろみのある液体を左の手のひらに広げ、右手の指で液体を掬いとり、ジェシカの屹立に触れる。

　カルヴィンのぬるついた指先が胸の尖りを擦ると、瞬時に全身が甘く総毛立った。

「やっ、ぃやぁ……っ！」

「嫌？　ジェシカが望んでいるのは、ここじゃなかったか？」

　白々しく言って、カルヴィンはなおも薄桃色の蕾を指で嬲った。そうして弾かれるたびに胸と下半身の鼓動が強くなっていく。

　たまらないと言わんばかりにふるふると首を横に振ると、カルヴィンはわざとらしく息をついた。

「まだ気に召さないか。ではこっち？」

　彼の両手が足の付け根へ伸びていく。

「だめですっ、そこ……！」

「まだ触れてもいないのに拒まれると、こたえる」

　だが彼の顔を見るかぎり、さしてこたえてはいないようだった。カルヴィンはジェシカの秘園を覗き込む。

「たいして弄いじっていないのに、もうこんなに――」

　感心したようすでしみじみと言われ、瞬く間に羞恥心が膨れ上がる。熟れた林檎のようになったジェシカの顔を面白そうに見つめて、カルヴィンは濡れ莢を中指で割った。

　中央に鎮座していた珠玉を指でグリグリと押し潰し、その下にある蜜口の浅いところを執拗に弄まさぐる。するとすぐに、くちゅくちゅという水音が響きはじめた。

「ぁ、ん……あぁ、はぅ……っ」

　ひとりでに腰が揺れてしまう。そうして身をくねらせていなければ、めくるめく快感に耐えられなかった。

　カルヴィンの指の動きが活発になる。胸蕾と下半身の花芽を激しく嬲られ、蜜道に沈んでいた指は最奥を小突く。

「ふあぁああっ……！」

　瞬く間に高みを味わい、体が弛緩する。なにもかもが蕩けだす。

　カルヴィンはジェシカのナイトローブの腰紐を解き、新妻を生まれたままの姿にした。そして自身も、ナイトガウンや寝衣を脱いで裸になる。

　ジェシカは夫の裸体をあらためて瞳に映す。よく見れば、隆々とした体には細かな剣の傷がある。ジェシカはそれを、痛ましげに手で辿った。

「ジェシカ、くすぐったいよ」

　仕返しとばかりに舌で耳朶をくすぐられる。ぴちゃ、ぴちゃっと水音が立つと、いたたまれなくなるほどの快感に見舞われた。

「耳、だめっ……！」

　たまらず言うと、カルヴィンは口角を吊り上げる。

「ジェシカは耳がいいぶん、そこが弱いようだな？」

　そうして反対側の耳までも舌で弄られてしまう始末だ。

「やっ、あぁ……んんっ」

　耳殻を舌で舐め辿られながら、両脚をやんわりと開かされる。その中央に雄の切っ先を押しつけられた。

「ジェシカ……」

　熱に浮かされたような声音で囁きかけられた。熱情の塊が、体内へと沈み込んでいく。

　はじめてのときと違って痛みはまったくない。

　ただひたすら気持ちがよくて、幸せだった。

　最奥まで彼の剛直を収めきると、快い一体感が生まれる。

（このまま、動かずにいてもいいのに……）

　だが、そうはいかない。カルヴィンは雄物でジェシカの媚壁をぐるりとかきまわしたあと、静かに滑りだした。規則正しく腰を前後して律動する。

「ん、んん、ぁっ……！」

　動かずともよいと思っていたはずなのに、一定のリズムで抽送を繰り返す陽根に快感を煽られ、内側を揺さぶられるのが病みつきになってくる。

　潤みきった蜜壷を、獰猛な欲杭であますところなく突きまわされる。胸のいただきと、足の付け根の豆粒と、体の最奥をあらゆる手段で刺激され、目の前に星のようなものが飛び交う。

　ジェシカは絶叫し、カルヴィンは呻いた。

　繋がり合っている箇所を中心にドクン、ドクンッという波が四肢の先端にまで伝わっていく。彼のすべてをいま、受け止めている。そのことに悦びを覚え、瞳が潤む。

　ジェシカは小さな声で「あぁ」と漏らして感嘆した。身の内に精を受けるというのはこれほど幸せなことなのかと、その余韻に浸る。

　ところが、いつまでも悠長にはしていられない。

「ん……？」

　いまだに体内に埋められたままの雄棒が、もとの膨らみを取り戻しているのが感覚的にわかった。

　ジェシカは驚きに目を見開き、何度も瞬きをする。「終わりではないの？」とつい、尋ねてしまいそうになったが、それよりも早くカルヴィンが言う。

「あれほど欲しがっていたのだから、いいだろう？」

「ぁ――ええ、と……」

「中に、欲しいと……乞うきみを見て俺は必死に耐えていたんだ。そのぶんたっぷりと――させてもらう」

　目を丸くするジェシカをよそにカルヴィンは挑発的に笑って腰を揺すりはじめた。

　ジェシカは震え上がり、意味もなく「カルヴィン様……！」と呼びかけて目を白黒させる。

　屈強な夫との夜は、まだ始まったばかりである。
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